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送
料
・
税
込
）

　台灣大車隊股份有限公司（Taiwan taxi Co.,Ltd.）總經理。「2016 年 4 月に MK タ
クシーと業務提携し、相互の発展のため広報活動等で連携をしていきます。MK と
は切磋琢磨してサービス向上に努めたいと思います。Welcome to TAIWAN ! 」
� （12 面に関連記事あり）

李
リ

　瓊
チョンシュ

淑 さん

タ
ク
シ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
の
垣
根
を
越
え
た

貨
物
タ
ク
シ
ー
の
挑
戦

交
通
体
系
の
再
構
築
は
不
可
避

タ
ク
シ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
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昭
和
58
年
に
は
、
今
で
い

う
貨
客
混
載
へ
の
挑
戦
と
し

て
「
貨
物
タ
ク
シ
ー
」
の
運

行
を
始
め
ま
し
た
。
軽
貨
物

自
動
車
に
荷
物
だ
け
で
な
く

荷
主
の
同
乗
も
認
め
、
お
客

様
の
利
便
性
向
上
を
図
ろ
う

と
す
る
取
組
み
で
す
。
宅
配

便
普
及
前
の
当
時
は
、
郵
便

局
の
窓
口
ま
で
出
向
か
な
け

れ
ば
荷
物
を
発
送
で
き
ず
、

タ
ク
シ
ー
を
使
お
う
に
も
ワ

ゴ
ン
タ
イ
プ
の
よ
う
な
大
き

な
荷
物
を
載
せ
る
こ
と
が
で

き
る
車
両
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

　

現
在
、
日
本
で
は
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
お
り
、
今
の

物
流
体
系
を
維
持
す
る
た
め

の
総
合
的
な
交
通
・
物
流
体

系
の
再
構
築
が
国
家
的
な
課

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

抜
本
的
な
対
策
の
一
つ
と
な

り
得
る
の
が
前
述
の
貨
客
混

載
で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
は
、
総
走
行
距

離
に
占
め
る
実
車
距
離
は
半

分
に
満
た
な
い
の
が
普
通
で
、

言
い
換
え
る
と
走
行
の
半
分

以
上
は
無
駄
走
り
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が

考
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
無

駄
な
空
車
時
間
を
活
用
し
て

戸
口
で
の
貨
物
の
集
配
・
配

達
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
と
っ
て

は
無
駄
な
空
車
走
行
削
減
に

よ
る
営
業
効
率
向
上
、
宅
配

事
業
者
に
と
っ
て
は
自
社
で

抱
え
る
ト
ラ
ッ
ク
減
車
に
よ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

電
話
一
本
で
、
ド
ア
ト
ゥ

ド
ア
で
荷
物
を
配
送
で
き
、

メ
ー
タ
ー
制
の
明
瞭
運
賃
で

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
荷
主

の
同
乗
も
可
能
で
あ
る
貨
物

タ
ク
シ
ー
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で

も
タ
ク
シ
ー
で
も
十
分
対
応

し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
、
多
く
の
お
客

様
か
ら
ご
支
持
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
当
時
は
何
ら
違
法
性

が
な
か
っ
た
貨
物
タ
ク
シ
ー

で
す
が
、
国
は
軽
貨
物
自
動

る
固
定
コ
ス
ト
の
削
減
、
利

用
者
に
と
っ
て
は
宅
配
時
間

の
短
縮
と
集
配
・
配
達
の
24

時
間
化
の
実
現
、
社
会
に
と

っ
て
も
走
行
距
離
減
少
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
削
減
や
渋
滞

の
減
少
な
ど
の
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
既
に
ア

マ
ゾ
ン
が
タ
ク
シ
ー
を
活
用

し
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実
験

し
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
を

含
め
た
様
々
な
配
達
手
段
の

な
か
で
、
配
達
時
間
と
コ
ス

ト
が
最
も
低
い
手
段
で
配
送

を
行
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
の
後
本
格
的
に
タ
ク

シ
ー
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
と
い
う
報
道
は
聞
か
な

い
た
め
、
ま
だ
多
く
の
課
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
技
術
開
発
や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
宅
配
が
実
用
化
す

る
日
は
そ
う
遠
く
な
い
は
ず

車
運
送
事
業
の
届
出
を
不
受

理
と
す
る
な
ど
職
権
濫
用
を

繰
り
返
し
、
法
廷
闘
争
の
末

に
よ
う
や
く
認
め
る
と
い
う

昨
今
の
タ
ク
シ
ー
行
政
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
よ
う
な
一
幕
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宅
配
便
を
は
じ

め
と
す
る
小
口
貨
物
輸
送
の

飛
躍
的
な
発
展
や
ワ
ゴ
ン
タ

イ
プ
の
タ
ク
シ
ー
車
両
の
普

及
も
あ
っ
て
貨
物
タ
ク
シ
ー

は
社
会
的
な
使
命
を
終
え
、

タ
ク
シ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
は
再

び
別
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
今
で
は
過

疎
地
を
中
心
に
路
線
バ
ス
で

宅
配
荷
物
を
運
搬
す
る
い
わ

ゆ
る
「
貨
客
混
載
」
が
始
ま

る
な
ど
、
再
び
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
の
融
合
が

脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

で
す
。

　

こ
れ
は
タ
ク
シ
ー
に
と
っ

て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
業
界

の
存
亡
に
か
か
わ
る
大
ピ
ン

チ
で
も
あ
り
ま
す
。
タ
ク
シ

ー
が
荷
物
を
運
べ
る
代
わ
り

に
、
ト
ラ
ッ
ク
が
人
を
運
ぶ

こ
と
も
当
然
認
め
ら
れ
る
と

考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
タ
ク
シ
ー

業
界
の
10
倍
の
規
模
が
あ

り
、
大
手
運
送
会
社
の
資
本

力
は
弊
社
も
含
め
た
タ
ク
シ

ー
会
社
の
比
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
優
勝
劣
敗
は
資
本
主
義

社
会
の
原
則
で
あ
り
、
旧
態

依
然
た
る
タ
ク
シ
ー
業
界
が

果
た
し
て
対
抗
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
来
る
べ
き
社
会

に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
が
生
き

残
る
に
は
、今
以
上
に
安
全
・

安
心
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

本
紙
で
は
こ
れ
か
ら
数
回

に
わ
た
っ
て
タ
ク
シ
ー
の
進

む
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
考

え
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（ 1 ）

5面	　2015海外研修レポート⑬

6面	　新卒トラベルコーディネーターが力強く歩む 観光コンシェルジュへの道

7面　TACPONEWS 提携店をご紹介

今号のトピックス

た
。
そ
の
後
も
昭
和
53
年
に

「
市
バ
ス
の
民
営
移
管
に
関

す
る
要
望
書
」、
昭
和
55
年

に
「
都
市
交
通
改
革
に
関
す

る
要
望
書
」
を
次
々
に
発
表

し
、
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
と
い

う
異
な
る
輸
送
モ
ー
ド
が
垣

根
を
越
え
て
連
携
し
、
利
便

性
の
向
上
と
健
全
な
経
営
を

両
立
し
よ
う
と
す
る
都
市
交

通
改
革
構
想
を
掲
げ
て
き
ま

異
な
る
輸
送
モ
ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
で
利
便
性
向
上

Ｍ
Ｋ
が
提
言
し
て
き
た
都
市
交
通
改
革

　

弊
社
は
、
一
部
の
バ
ス
路

線
を
タ
ク
シ
ー
で
代
行
す
る

こ
と
で
利
便
性
を
向
上
し
よ

う
と
す
る
「
新
し
い
タ
ク
シ

ー
」
を
昭
和
49
年
に
提
言
し

ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス

の
有
機
的
な
結
合
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
利
便
性
を
高

め
、
同
時
に
マ
イ
カ
ー
を
削

減
す
る
こ
と
で
交
通
公
害
を

防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
の
提

言
は
、
京
都
市
議
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
各
方
面

で
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

し
た
。

　

昭
和
60
年
に
は
「
国
鉄
再

建
へ
の
提
言
」
と
題
し
、
破

綻
状
態
に
あ
っ
た
国
鉄
の
再

建
を
目
指
し
て
東
海
道
新
幹

線
を
活
用
し
た
宅
配
事
業
へ

の
参
入
を
提
言
し
ま
し
た
。

国
鉄
が
誇
る
新
幹
線
と
い
う

イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
に
生
か

し
、
鉄
道
と
ト
ラ
ッ
ク
と
い

う
異
な
る
モ
ー
ド
を
有
機
的

に
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
安
価

で
迅
速
な
貨
物
輸
送
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
構
想
で
す
。

そ
の
後
の
旅
客
輸
送
需
要
の

増
加
も
あ
っ
て
新
幹
線
の
活

用
こ
そ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
ト
ラ
ッ
ク
と
貨
物
列
車

を
組
み
合
わ
せ
た
貨
物
輸
送

は
今
で
は
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓
一 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

今
こ
そ
、
タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す
る
分
水
嶺

タ
ク
シ
ー
が
荷
物
を
、ト
ラ
ッ
ク
が
人
を
運
ぶ

貨
客
の
壁
を
取
り
払
い
物
流
革
命
を
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１
２
１
名
の
新
た
な
力

（ 2 ）
　

２
０
２
０
年
開
催
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
４
年
後
に
控
え
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
増
加

す
る
な
か
、
２
０
１
５
年
度

よ
り
一
般
社
団
法
人
東
京
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
協
会
で

０
点
程
度
の
高
い
英
語
ス

キ
ル
を
併
せ
持
っ
て
い
ま

す
。
認
定
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
は
、
①
東
京
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
検
定
に
合

格
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ

イ
バ
ー
研
修
を
修
了
、
②

東
京
観
光
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
認
定
研
修
を
修

了
、
③
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０

０
点
程
度
の
英
会
話
能

力
、
そ
し
て
、
④
観
光
英

語
対
応
ド
ラ
イ
バ
ー
認
定
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
４
日
間
20
時
間

の
研
修
＋
ス
ピ
ー
チ
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
テ
ス
ト
）
に
合
格
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｍ
Ｋ

タ
ク
シ
ー
で
は
、
今
後
も
国

内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
の
お
客

様
に
も
東
京
を
は
じ
め
日
本

各
地
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う

に
、
お
も
て
な
し
の
心
で
ご

案
内
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
東
京
Ｍ
Ｋ

観
光
の
お
問
合
せ
は

☎
０
３・５
５
４
７・５
５
５
７

　

式
で
は
新
入
社
員
・
職
員

に
よ
る
社
歌
斉
唱
や
「
我
等

の
信
念
」
唱
和
な
ど
の
セ
レ

モ
ニ
ー
の
後
、
Ｍ
Ｋ
㈱
代
表

取
締
役
社
長
の
青
木
信
明
よ

り
「
皆
さ
ん
は
社
会
人
と
な

に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま

な
お
客
様
に
愛
さ
れ

続
け
る
エ
ム
ケ
イ
の

一
員
と
し
て
、
社
会

人
の
第
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
こ
と
を
こ
の

上
な
く
光
栄
に
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
た
ち
で
は
あ

り
ま
す
が
、
先
輩
方

の
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
、
一
致
団
結
・

切
磋
琢
磨
し
、
一
生

懸
命
努
力
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と

答
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
期
、
ウ

ィ
ラ
ー
ド
大
尉
は
、
軍
の
意

向
に
反
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

王
国
を
築
い
た
と
さ
れ
る
カ

ー
ツ
大
佐
へ
の
処
罰
指
令
を

受
け
る
。
４
人
の
部
下
を
率

い
て
大
河
を
遡
行
す
る
中
、

戦
争
の
狂
気
を
目
の
当
た
り

に
し
な
が
ら
も
辿
り
着
い
た

先
で
、
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
カ
ー

ツ
と
邂
逅
す
る
…
。

　

１
９
７
９
年
度
の
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
、
２
０
０
１
年
に
は

約
50
分
の
未
公
開
シ
ー
ン
を

追
加
し
た
『
特
別
完
全
版
』

が
公
開
さ
れ
た
が
、
今
回
は

劇
場
公
開
版
を
上
映
す
る
。

◎
京
都
み
な
み
会
館

京
都
市
南
区
西
九
条
東
比
永

城
町
79

☎
０
７
５・６
６
１・３
９
９
３

☆
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
平
成
28
年
６
月
30
日

ま
で
有
効
／
有
効
期
間
中
に

上
映
さ
れ
る
作
品
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
）
を
３
組
６

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！　

11
面

プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

た
め
に
な
る

　

キ
ー
ワ
ー
ド

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
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京 都 み な み 会 館 に て
5/22㈰よりロードショー！

平
成
28
年
度 

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
入
社
式

京都
神戸

LCC対応 早朝から深夜まで運行時間拡大！

神戸・芦屋⇔関空　2,000円～

京都☎075-778-5489（電話予約は前日昼12時まで）／神戸・芦屋☎078-302-0489（電話予約は前々日夜8時まで）

※掲載の料金は5月1日現在のものです。
　今後は変更となる可能性がございます。

【空港行】空港着時間6：00～22：00　【空港発】最終シャトル　国際線22：45到着便まで
国内線22：55到着便まで

（WEB予約は2日前の19時まで）

通常3,600円 3,100円
2,100円

通常2,400円

すべてすべて

３～

TACPOでお得
付与率
1％プラス！

は
英
語
で
観
光
案
内
が
で

き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成

を
実
施
、
本
年
２
月
に
15
名

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、

東
京
Ｍ
Ｋ
か
ら
は
３
名
が

T
ST

iE

（
タ
ス
テ
ィ
ー
）

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
T

ST
iE

と
は「T

okyo 
Sightseeing T

axi in 
English

」
＝
「
英
語
に
よ

る
東
京
観
光
タ
ク
シ
ー
」
の

略
で
、
豊
富
な
東
京
観
光
の

知
識
と
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０

東
京
Ｍ
Ｋ
か
ら
３
名
が
認
定

2020年を見据えて
英語で東京を案内できる
TSTiEドライバー 始動

り
、
こ
れ
か
ら
矛

盾
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
そ
れ

は
仕
事
の
中
で
し

か
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
ま
っ
す
ぐ
に

進
も
う
と
す
る
こ

の
会
社
で
働
く
こ

と
は
時
に
し
ん
ど

い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
緒
に
苦

労
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
は
今

自
分
に
で
き
る
こ

と
を
精
一
杯
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
新

入
社
員
・
職
員
を

代
表
し
て
Ｍ
Ｋ
㈱

の
山
本
瑠
美
社
員

よ
り
「
先
輩
社
員

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

と
苦
労
に
よ
っ

て
、
半
世
紀
以
上

　

ま
た
、
去
る
26
日
に
は
、

上
賀
茂
営
業
所
に
て
第
24
期

ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
出
陣
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
第
２
種
運
転
免
許
を
取

得
し
乗
務
を
開
始
す
る
23
名

の
新
入
社
員
を
代
表
し
て
米

屋
七
海
社
員
が
宣
誓
を
務
め

ま
し
た
。
宣
誓
後
、
Ｍ
Ｋ
㈱

の
上
級
に
相
当
す
る
者
が
複

数
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
海
外

か
ら
の
お
客
様
を
案
内
す
る

「
世
界
に
誇
れ
る
フ
ァ
ー
ス

ト
ハ
イ
ヤ
ー
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
会
社
と
し
て
も
地

理
や
観
光
の
知
識
を
深
め
、

運
転
や
接
客
の
技
術
を
高
め

る
教
育
指
導
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

去
る
４
月
１
日
、
伏

見
営
業
所
に
て
Ｍ
Ｋ
グ

ル
ー
プ
合
同
入
社
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
社

員
・
職
員
は
Ｍ
Ｋ
㈱
ハ

イ
ヤ
ー
社
員
62
名
、
同

職
員
12
名
、
Ｍ
Ｋ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
31
名
、
Ｍ

Ｋ
石
油
㈱
８
名
、
東
京

Ｍ
Ｋ
㈱
８
名
の
合
計
１

２
１
名
。

代
表
取
締
役
社
長
の
青

木
信
明
よ
り
激
励
の
こ

と
ば
が
贈
ら
れ
、役
員
・

幹
部
職
員
ら
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
営
業
に
向
け
て
出
陣

し
ま
し
た
。

　

頼
も
し
い
こ
と
に
語

学
力
に
関
し
て
、
今
年

度
の
新
入
社
員
ト
ラ
ベ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
中
に
は
社
内
資
格
で

あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ（English 

Speaking Driver

英
会
話
ド
ラ
イ
バ
ー
）

代表で辞令を受ける堀井社員

初
め
て
の
営
業
に
出
る
新
入
社
員

ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

出
陣
式
で
力
強
く
宣
誓
（
新
卒
の

米
屋
社
員
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
１
級
相
当
の

語
学
力
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
８
０
点
）

今年度新入社員・職員　グループ合計１２１名

第
24
期
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
出
陣
式
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今
年
の
『
も
っ
と
知
り
た

い
！ 

古
典
芸
能
』は
１
月
号

の
壷
坂
霊
験
記
で
始
ま
り
、

松
本
喜
三
郎
に
よ
る
西
国
三

十
三
所
を
テ
ー
マ
と
し
た
生い

き

人
形
や
、
そ
の
生
人
形
の
興

行
を
そ
の
ま
ま
歌
舞
伎
化
し

た
芝
居
な
ど
を
紹
介
し
て
き

た
。
そ
の
西
国
三
十
三
所
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、
今
年
３

月
石
山
寺
の
開か

い
び
ゃ
く白法
要
を
も

っ
て
幕
を
開
け
た
。

　

期
間
は
２
０
２
０
年
ま
で

の
５
年
間
で
、
今
年
か
ら
２

年
後
に
当
た
る
２
０
１
８
年

が
、
丁
度
草
創
１
３
０
０
年

の
節
目
の
年
と
な
る
。
各
札

所
で
の
特
別
拝
観
、
毎
月
１

回
指
定
の
札
所
で
御
朱
印
を

い
た
だ
く
月
巡
り
巡
礼
、
さ

ら
に
各
門
前
町
で
の
名
物
菓

子
が
巡
礼
者
の
舌
と
心
を
楽

し
ま
せ
る
ス
イ
ー
ツ
巡
礼
、

そ
の
他
現
在
秘
蔵
進
行
中
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
情
報
は

随
時
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
も

も
ち
ろ
ん
楽
し
み
だ
が
、
西

国
三
十
三
所
の
イ
ベ
ン
ト
か

ら
も
目
が
離
せ
な
い
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
西
国
三

十
三
所
の
巡
礼
は
、
養
老
２

（
７
１
８
）
年
に
ま
で
遡
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
長
谷
寺

（
初
瀬
寺
）
の
開
基
徳
道
上

人
が
あ
る
日
突
然
頓と

ん

死し

し
、

そ
の
際
に
閻え

ん

魔ま

大
王
か
ら
、

「
救
世
観
音
の
浄
土
と
い
う

霊
地
三
十
三
所
あ
り
、
一
度

此
の
霊
地
を
め
ぐ
る
も
の
は

地
獄
に
落
る
事
な
し
」

と
告
げ
ら
れ
、「
こ
の
三
十
三

所
の
霊
場
を
世
に
広
め
る
べ

し
」と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、

霊
場
の
証
と
な
る
宝
印
を
賜

っ
た
。
死
の
淵
か
ら
目
を
覚

ま
し
た
徳
道
上
人
は
、
宝
印

を
摂
津
の
中
山
寺
に
奉
納
し

た
。

　

そ
の
後
、
時
代
は
下
っ
て

平
安
時
代
の
中
頃
の
こ
と
。

花
山
法
皇
が
熊
野
へ
参
詣
し

た
折
、
熊
野
権
現
よ
り
、
徳

道
上
人
と
中
山
寺
に
納
め
ら

れ
た
宝
印
の
次
第
、
そ
し
て

三
十
三
所
の
霊
場
巡
り
に
つ

い
て
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
花
山
法
皇
は

宝
印
を
見
つ
け
出
し
、
久
し

く
絶
え
て
い
た
三
十
三
所
の

巡
礼
を
再
開
さ
せ
る
に
至
っ

た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
巡
礼

の
流
れ
は
様
々
な
時
代
を
越

え
、現
代
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

交
通
機
関
が
発
達
し
た
今
、

三
十
三
所
の
巡
礼
は
花
山
法

皇
の
御
世
に
比
べ
れ
ば
、
随

分
と
楽
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
夏
の
ご
旅
行
に
、
西
国

三
十
三
所
の
札
所
巡
り
を
し

て
み
る
の
は
如
何
だ
ろ
う
か
。

◎
西
国
三
十
三
所

草
創
１
３
０
０
年
記
念
事
業

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.saikoku33- 
1300years.jp/index.htm

l

【
御
詠
歌
】

　

花
山
法
皇
が
西
国
三
十
三

所
の
巡
礼
の
際
に
詠
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
る
和
歌
。
御
詠
歌

は
各
札
所
に
あ
り
、
石
山
寺

で
は「
後
の
世
を 

願
う
こ
こ

ろ
は 

か
ろ
く
と
も 

ほ
と
け

の
誓
い 

お
も
き
石
山
」と
の

御
詠
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

京
都
大
学
大
学
院
に
て
西

洋
古
典
学
を
研
究
。
劇
場
で

の
勤
務
を
通
じ
て
、歌
舞
伎
・

能
な
ど
古
典
芸
能
の
造
詣
を

深
め
る
。
現
在
は
フ
リ
ー
。

【
作
り
方
】

①
牛
肉
、
若
鶏
、
豚
肉
を
ス

ラ
イ
ス
し
、
塩
こ
し
ょ
う
し

て
に
ん
に
く
を
貼
り
付
け
る
。

②
〈
ソ
ー
ス
〉
鍋
で
み
り
ん

を
沸
か
し
ア
ル
コ
ー
ル
を
飛

ば
す
。
コ
ン
ソ
メ
と
醤
油
を

加
え
て
沸
か
し
、
水
溶
き
片

栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
、
バ

タ
ー
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
。

③
別
の
鍋
で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
熱
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
カ

ッ
ト
し
た
野
菜
を
、
し
い
た

け
、
玉
ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ニ
ラ
の
順
に
炒
め
、
タ
イ
ム

を
加
え
て
香
り
づ
け
す
る
。

④
グ
リ
ル
鍋
を
温
め
、
①
の

肉
類
を
網
焼
き
に
す
る
。
焼
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記念切手、切手、印紙、新幹線券
株主優待券、商品券、乗車券、贈答品 他

【29】
西
国
三
十
三
所

草
創
１
３
０
０
年

も
っ
と
知
り
た
い
！

古
典
芸
能

マ
ー
ク
佐
藤

た
め
に
な
る

　

キ
ー
ワ
ー
ド

石山寺開白法要でのお練
り（３／２5）。長谷寺から到
着した法灯を掲げ、導師、
三十三所の代表及び巡礼
者が明王院前から本堂ま
で長い列をなす。　　　
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【2016年9月8日リニューアルオープン】
リーガロイヤルホテル京都は改修工事のため、全館休業
し2016年9月8日にリニューアルオープンいたします。京
都の風情と現代的なデザインを取り入れたホテルへと生
まれかわり、より一層「お客様に愛され
るホテル」を目指します。
お問い合わせ：☎075-361-9149
　　　　　　　（販売促進担当 直通）

リーガロイヤルホテル京都 情報

３種のお肉の
グリル

材料（４人前）
牛肉（ロース肉）	 210ｇ
若鶏（もも肉）	 210ｇ
豚肉（肩ロース肉）	 210ｇ
塩	 少々
こしょう（黒）	 少々
にんにく（スライス）	 1房

<ソース>
みりん	 50㏄
チキンコンソメ	 250㏄
醤油	 50㏄
水溶き片栗粉	 適量
バター	 5ｇ
九条ねぎ（2㎝輪切り）	 1/2本
トマト（角切り）	 1個

<付け合わせ>
オリーブオイル	 30㏄
しいたけ（1/2カット）	 4個
玉ねぎ（スライス）	 1/2個
キャベツ（2㎝角）	 1/4個
ニラ（小口切り）	 1束
タイム	 2本
大根（おろし）	 1/4本

11111111111111111111111111111111111111

羊と鋼の森 宮下 奈都

京都ぎらい 井上 章一

言ってはいけない 残酷すぎる真実 橘 玲

嫌われる勇気――自己啓発の源流「アドラー」の教え 岸見 一郎、古賀 史健

血流がすべて解決する 堀江 昭佳

風土記の世界 三浦 佑之

戦後政治を終わらせる――永続敗戦の、その先へ 白井 聡

京都鉄道博物館のすべて ＪＴＢパブリッシング

カエルの楽園 百田 尚樹

天才 石原 慎太郎

１.

２.

３.

４.

４.

６.

７.

８.

８.

８.

書
籍
ラ
ン
キ
ン
グ

（ジュンク堂書店京都店　2016年4月24日調べ）

ひ
と
時
代
前
の
殿
方
の
よ
う

に
、
春
画
＝
淫
ら
な
気
持
ち

に
な
れ
る
記
号
、
つ
ま
り
反

射
条
件
と
し
て
す
ら
機
能
し

な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
直
接
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
英
国
の
大

英
博
物
館
で
二
〇
一
三
年
に

開
催
さ
れ
た
春
画
展
。「
世
界

が
認
め
た
」
が
大
好
物
な
日

本
人
に
と
っ
て
、
得
意
技
の

逆
輸
入
を
す
る
好
機
で
あ
る
。

し
か
し
、
タ
ブ
ー
は
二
十
一

世
紀
の
今
も
意
外
に
根
強
か

っ
た
よ
う
だ
。

　

会
場
の
確
保
も
難
航
し
、

容
易
に
は
実
現
し
な
か
っ
た

と
い
う
。
公
立
美
術
館
は
問

題
が
起
き
た
と
き
の
責
任
問

題
、
私
立
美
術
館
は
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
の
リ
ス
ク
を
避
け
た
い
と

い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
取
り
締

ま
り
の
可
能
性
が
あ
る
限
り
、

そ
れ
な
り
の
予
算
を
つ
ぎ
込

む
事
業
と
し
て
は
ゴ
ー
サ
イ

ン
は
出
せ
な
い
だ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
、
春
画
展
の
主
催
者

と
当
局
の
間
で
何
ら
か
の
事

前
の
調
整
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

　

が
、
も
し
美
術
関
係
者
が

展
示
作
品
に
関
し
て
御
上
に

お
伺
い
を
た
て
た
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
形
で
国
家
権
力

に
よ
る
検
閲
と
と
ら
れ
か
ね

な
い
行
為
が
あ
っ
た
り
し
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
ほ
う
が
大

き
な
問
題
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
認
め

る
は
ず
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
、
春
画
展
は
東

京
、
京
都
と
も
無
事
に
終
了

し
た
。
考
え
て
み
る
と
、
こ

の
「
春
画
展
」
に
つ
い
て
は

警
察
沙
汰
に
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
春

画
の
展
示
一
般
が
解
禁
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

現
時
点
の
日
本
で
「
政
治

的
に
正
し
い
」
視
点
で
選
択

さ
れ
た
春
画
だ
か
ら
公
開
で

き
た
の
だ
ろ
う
。「
高
い
技
術

と
芸
術
性
」「
豊
か
な
想
像
力

と
諧
謔
」「
包
容
力
あ
る
日
本

独
自
の
文
化
」「
性
愛
を
謳
歌

す
る
庶
民
を
お
お
ら
か
に
」

「
男
性
目
線
だ
け
で
な
く
、

性
愛
に
主
体
的
な
女
性
の
姿

も
描
く
」
…
…
た
だ
、
そ
ん

な
特
質
は
春
画
の
オ
モ
テ
面

で
し
か
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
猥
褻
取
り
締

ま
り
の
是
非
は
別
に
し
て
、

単
に
性
交
や
局
部
が
描
か
れ

た
だ
け
で
興
味
深
い
見
所
の

な
い
春
画
を
、
美
術
館
に
展

示
す
る
理
由
な
ん
て
、
そ
も

そ
も
な
い
だ
ろ
う
が
。

　

前
号
「
で
は
、
今
回
、
春

画
展
が
解
禁
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
」
で
紙
幅
が
尽
き

た
の
で
、
そ
の
続
き
。

　

や
は
り
、
成
人
マ
ン
ガ
や

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
、
ネ
ッ
ト

上
の
猥
褻
画
像
や
動
画
の
氾

濫
、
過
激
化
と
い
っ
た
社
会

環
境
の
変
化
が
理
由
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

い
や
、
そ
れ
以
上
に
今
の

私
た
ち
が
、
春
画
独
特
の
表

現
や
様
式
に
性
的
リ
ア
リ
テ

ィ
を
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
、
も
は
や
春
画
を
観

て
も
エ
ロ
い
と
感
じ
な
い
。

き
上
が
っ
た
ら
皿
に
載
せ
、

③
の
野
菜
を
盛
っ
て
ト
マ
ト

と
九
条
ね
ぎ
を
ち
ら
す
。
あ

た
た
め
た
②
の
ソ
ー
ス
を
か

け
、
皿
の
手
前
に
大
根
お
ろ

し
を
添
え
て
出
来
上
が
り
。

2
5
2

3
3
7

本
だ
け
眺
め
て

暮
ら
し
た
い

本
だ
け
眺
め
て

暮
ら
し
た
い大

西
　
信
夫

大
西
　
信
夫

llllllllllllllllllllllllllllllll

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
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２
月
14
日
、
私
は
お
よ
そ

半
年
間
に
わ
た
る
小
国
和
紙

生
産
組
合
で
の
実
務
訓
練

（
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
を
修
了
し
た
。
こ
こ

で
、
こ
の
半
年
間
を
振
り
返

り
た
い
と
思
う
。
当
初
の
目

的
は
海
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
強
化
で
あ
っ
た
。
は
じ

め
に
、
和
紙
業
界
の
現
状
を

知
る
た
め
に
市
場
調
査
の
一

環
と
し
て
海
外
バ
イ
ヤ
ー
や

作
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね

た
。
そ
の
結
果
、
市
場
規
模

が
小
さ
く
、
安
価
な
外
国
産

が
流
入
し
て
い
る
な
か
、
地

元
で
人
気
が
あ
り
フ
ァ
ン
が

多
く
な
け
れ
ば
、
海
外
で
成

功
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て

低
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

進
め
方
を
再
考
し
、
ま
ず
は

導
入
と
な
る
よ
う
な
和
紙
商

品
を
開
発
し
、
市
場
調
査
お

よ
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
フ
ロ

ー
の
確
立
を
行
い
つ
つ
、
地

元
で
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る

と
い
う
目
的
に
再
設
定
し
た
。

　

導
入
と
な
る
和
紙
商
品
と

し
て
、
手
漉す

き
和
紙
製
の
カ

ー
ド
ケ
ー
ス
を
開
発
し
た
。

本
商
品
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

す
る
に
あ
た
り
、
何
人
か
の

専
門
家
を
交
え
、
名
前
（
小

国
和
紙
「
オ
リ
ン
モ
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
」）、価
格
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
変
更
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
顧
客
を
練
り
直
し
た
。

販
売
に
際
し
て
は
、
生
産
体

で
は
な
い
が
、
雑

誌
や
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
、
新
聞
記
事

な
ど
メ
デ
ィ
ア
へ

の
掲
載
も
い
く
つ

か
予
定
し
て
お

り
、
取
り
上
げ
ら

れ
た
直
後
の
反
響

や
反
応
に
期
待
し

た
い
と
思
う
。

　

並
行
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も

取
り
組
ん
だ
。
特
に
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
改
善
に
注
力
し
、

小
国
和
紙
生
産
組
合
の
強
み

や
お
客
さ
ん
が
問
い
合
わ
せ

や
す
い
仕
組
み
を
盛
り
込
ん

だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
は

専
門
分
野
で
は
な
く
、少
々
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
取
引
先
の
企
業
の
方
々

や
地
域
の
方
か
ら
ご
好
評
を

い
た
だ
き
、よ
り
見
や
す
く
、

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た

（http://w
w

w
.oguni 

w
ashi.jp

）。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
も
整
備
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は
先
の

「
オ
リ
ン
モ
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
」

や
和
紙
の
は
が
き
、
名
刺
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
ほ
か

和
紙
サ
ン
プ
ル
「
小
国
和
紙

見
本
帳
」
の
販
売
も
開
始
し

た
。
小
国
和
紙
は
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
使
わ
れ
て
お
り
、
壁

紙
や
ふ
す
ま
な
ど
の
住
宅
内

装
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に
活
用

実
績
が
あ
る
。
新
た
に
和
紙

の
活
用
・
施
工
を
考
え
て
い

る
お
客
様
に
小
国
和
紙
の
丈

　

私
は
大
学
進
学
が
き
っ
か

け
で
京
都
に
来
て
か
ら
今
年

で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
私

は
、
元
々
京
都
府
出
身
で
も

な
け
れ
ば
関
西
出
身
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
京
都
と
い
う
地

域
で
数
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。京
都
は
日
本
文
化
、

歴
史
、
自
然
、
観
光
地
と
い

っ
た
数
多
く
の
魅
力
が
詰
ま

っ
た
地
域
で
あ
り
、
世
界
で

も
高
く
評
価
さ
れ
る
地
域
に

も
な
り
ま
し
た
。
京
都
に
は

そ
の
よ
う
な
数
多
く
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
が
な
ん
と
い
っ

て
も
最
大
の
魅
力
は“
ひ
と
”

で
す
。

　

私
は
観
光
地
を
巡
る
の
が

　

Ｚ
と
の
出
会
い
、
そ
れ
は

初
の
マ
イ
カ
ー
を
持
つ
と
い

う
こ
と
。
マ
イ
カ
ー
が
欲
し

い
と
思
っ
た
の
は
小
学
生
の

　

ま
た
訪
日
外
国
人
の
観
光

客
と
会
話
を
し
た
際
も
、
京

都
は
ど
の
ホ
テ
ル
、
食
事
処

に
行
っ
て
も
人
が
優
し
い
か

ら
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
い
た
際
は
大

変
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
日

本
の
訪
日
観
光
客
が
毎
年
増

加
し
て
お
り
、
中
で
も
京
都

は
２
年
連
続
で
国
際
観
光
都

市
の
部
門
で
１
位
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
京
都
の
“
ひ

と
”
が
魅
力
的
で
あ
る
か
ら

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
私
は
京
都
で
様
々
な

“
ひ
と
”
と
関
わ
る
と
思
い

ま
す
が
そ
の
時
間
を
大
切
に

し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
か
っ
た
。
高
校
生
に
な
る

と
、
就
活
が
あ
り
自
動
車
関

係
の
仕
事
を
し
た
か
っ
た
の

で
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
Ｍ
Ｋ

の
整
備
課
に
就
職
で
き
た
。

し
か
し
就
職
で
き
た
か
ら
と

い
っ
て
終
わ
っ
た
わ
け
で
な

い
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ
た
ば
か
り
で
こ
れ
か
ら
の

頑
張
り
で
こ
れ
か
ら
の
人
生

が
決
ま
る
。
新
人
と
し
て
入

社
し
た
と
き
は
褒
め
ら
れ
た

り
怒
ら
れ
た
り
し
た
が
自
分

の
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
仕

事
だ
と
思
え
ば
頑
張
れ
た
。

　

半
年
が
過
ぎ
、
休
み
に
本

を
読
ん
で
い
た
ら
１
台
の
車

に
目
を
引
か
れ
た
。
そ
れ
が

『
ホ
ン
ダ
Ｃ
Ｒ

－

Ｚ
』
だ
っ

た
。
燃
費
が
よ
く
楽
し
く
走

れ
る
だ
け
で
な
く
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
操
作
だ
っ
た
の
で
欲
し

い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し

ま
だ
働
き
だ
し
て
間
も
な
い

者
に
と
っ
て
そ
ん
な
車
は
高た

か

嶺ね

の
花
だ
。
諦
め
よ
う
と
思

っ
て
い
た
が
親
に
相
談
す
る

と『
お
金
な
ら
貸
し
て
や
る
』

と
言
っ
て
く
れ
た
。
早
速
カ

ー
セ
ブ
ン
に
行
っ
て
欲
し
い

車
と
種
類
を
伝
え
て
数
台
の

　

入
社
し
て
も
う
一
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

一
年
、
仕
事
の
大
変
さ
を
味

わ
い
充
実
し
た
日
々
で
時
間

が
経
つ
の
が
す
ご
く
早
か
っ

た
で
す
。
エ
ム
ケ
イ
タ
ク
シ

ー
に
入
社
し
学
ん
だ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
挨
拶
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
気
に
し
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
が
挨
拶
は
人
間
関

係
に
関
し
て
と
て
も
大
切
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
敬
語
や
ち
ゃ
ん

と
し
た
言
葉
を
使
う
こ
と
も

夫
さ
や
温
か
さ
、
専
用
の
自

然
塗
料
を
塗
布
す
る
高
い
職

人
技
術
を
実
際
に
手
に
取
っ

て
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
く

こ
の
多
種
多
様
な
和
紙
サ
ン

プ
ル
を
用
意
し
、
販
売
を
開

始
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
報
道
機
関
か
ら
の
取

材
や
関
連
動
画
作
成
、
和
紙

商
品
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
小
国
和
紙

の
知
名
度
は
向
上
し
た
と
確

信
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
に
優
れ
、
多
数

の
和
紙
活
用
実
績
を
打
ち
出

し
て
い
る
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
和
紙
サ
ン
プ
ル
に

よ
り
第
二
の
柱
と
な
る
よ
う

な
新
規
事
業
の
き
っ
か
け
も

作
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
一
連
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
い
く
つ

か
の
失
敗
や
改
善
点
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
今
後
の
販
路

開
拓
に
活
か
し
、
た
く
さ
ん

の
利
益
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
一
方
で
、

も
の
を
売
る
こ
と
の
む
ず
か

し
さ
を
実
感
し
た
。し
か
し
、

商
品
の
開
発
、
生
産
、
流
通

の
一
連
の
流
れ
に
取
り
組
ん

だ
経
験
は
、
一
生
の
財
産
で

あ
る
。
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
こ
の
半
年
間
の
経
験
を

十
分
に
活
か
せ
ら
れ
れ
ば
と

思
う
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

苫
小
牧
高
専
卒
。
現
在
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院

情
報
・
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
第
１
学
年
に
在
籍
。

制
の
事
情
に
よ
り
当
初
の
予

定
か
ら
大
幅
に
発
売
日
を
延

期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

な
ん
と
か
発
売
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
発
売
か
ら
３
日
経
過
時

点
で
、
作
成
し
た
関
連
動
画

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
再
生
回

数
３
０
０
０
回
を
突
破
し
た

（
２
０
１
６
年
２
月
下
旬
時

点
）。
現
状
、
本
商
品
は
爆
発

的
に
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
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開
発
に
携
わ
っ
た
小
国
和
紙
商
品

「
オ
リ
ン
モ
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
」　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

鈴
木
孝
一

連
載

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

【37】
実
務
訓
練
報
告
：

　
　
　
　

小
国
和
紙
生
産
組
合

カ
ー
セ
ブ
ン
に
行
く
と
ピ
カ

ピ
カ
の
Ｃ
Ｒ

－

Ｚ
が
あ
っ
た
。

初
の
マ
イ
カ
ー
で
そ
の
日
は

１
日
中
走
っ
た
。
そ
の
日
か

ら
は
通
勤
も
仕
事
も
休
日
も

楽
し
く
人
生
明
る
く
な
っ
た

気
が
す
る
。
こ
の
先
も
仕
事

を
大
切
に
、
車
も
家
族
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

は
特
に
顔
が
見
え
な
い
電
話

で
の
や
り
と
り
に
な
る
の
で
、

声
の
ト
ー
ン
が
大
切
な
の
で

常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
ド
ラ
イ
バ
ー
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
職
員
み
ん
な
が

し
て
い
る
の
で
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ

ー
は
好
印
象
を
持
た
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

際
に
友
人
、
親
戚
な
ど
に
も

Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
は
す
ご
い
ね
、

丁
寧
だ
ね
と
よ
く
言
っ
て
い

た
だ
け
る
の
で
私
も
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
配
車
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
も
し
て
い
ま
す
が
、
挨

拶
や
無
線
の
送
信
の
際
の
声

の
ト
ー
ン
な
ど
を
意
識
す
れ

ば
段
々
と
ド
ラ
イ
バ
ー
と
も

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
け
る

の
で
、
や
は
り
こ
れ
ら
は
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

配
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
言

葉
遣
い
も
先
輩
方
に
比
べ
た

ら
ま
だ
ま
だ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
努
力
し
て
い
る
こ
と

を
意
識
し
続
け
る
と
と
も
に
、

他
に
大
切
な
こ
と
を
見
つ
け

て
い
っ
て
お
客
様
と
も
ド
ラ

イ
バ
ー
と
も
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

身
に
つ
き
ま
し
た
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
に
お
い

て
、
お
客
様
に
不
愉
快
な
思

い
を
さ
せ
な
い
言
葉
遣
い
は

と
て
も
大
切
で
す
。
今
ま
で

学
生
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り
気

に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

ち
ゃ
ん
と
し
た
敬
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
変
な
言
葉
遣

い
は
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
笑
顔
と
笑え

声ご
え
で
す
。

笑
顔
、
笑
声
で
挨
拶
を
し
た

り
話
し
た
り
し
て
い
る
と
、

い
い
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

資
料
を
見
せ
て
も
ら
い
、
そ

の
中
に
よ
い
感
じ
の
車
が
あ

っ
た
の
で
す
ぐ
に
手
続
き
を

し
、
購
入
し
た
。
購
入
し
た

後
は
車
が
来
る
の
が
楽
し
み

で
仕
方
な
か
っ
た
。
そ
し
て

12
月
23
日
祝
日
、
つ
い
に
納

車
日
が
来
て
、
そ
の
日
は
テ

ン
シ
ョ
ン
Ｍ
Ａ
Ｘ
だ
っ
た
。

好
き
で
大
学
時
代
か
ら
観
光

を
す
る
度
に
様
々
な“
ひ
と
”

と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
立

ち
寄
っ
た
お
店
の
店
員
さ
ん
、

寺
社
仏
閣
の
方
々
と
い
っ
た

観
光
地
の
現
地
の
人
に
積
極

的
に
声
を
か
け
て
仲
良
く
な

っ
た
り
、
時
に
は
観
光
中
に

知
り
合
っ
た
訪
日
観
光
客
の

人
に
京
都
を
ガ
イ
ド
し
た
り

一
緒
に
食
事
を
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
京
都
で
出
会
っ
た
方
々
は

大
変
親
切
な
方
が
多
く
、
初

対
面
で
あ
っ
て
も
数
分
後
に

は
ま
る
で
以
前
か
ら
の
知
り

合
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
る
心
温
か
い
人
ば

か
り
で
し
た
。

頃
だ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
車

が
好
き
で
、
中
学
生
、
高
校

生
と
な
っ
て
も
好
き
だ
と
い

う
気
持
ち
が
消
え
る
こ
と
は

　入社から１年、昨春入社したＭＫグ

ループの職員たちがそれぞれに興味を

持っていること・今思うことを教えて

もらいました。

（
平
成
27
年
度
入
社
）

八
幡
営
業
所　

加
藤 

秀
明

～
京
都
の“
ひ
と
”～

（
平
成
27
年
度
入
社
）

整
備
課　

福
岡 

建
斗

～
Ｚ
と
の
出
会
い
～

（
平
成
27
年
度
入
社
）

神
戸
Ｍ
Ｋ 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

村
上 

未
来

～
入
社
し
て
一
年
～
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は
じ
め
に

　

２
ヵ
月
間
の
イ
ギ
リ
ス
留

学
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
い
た

し
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
い
た
会
社
の
方 

々
に
は
お
礼
の
言
葉
を
改
め

て
言
い
た
い
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
私

が
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（English 

Speaking D
river

：
英

会
話
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の
留
学

制
度
に
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
理
由
は
、
日
本
の
お
客

様
と
同
様
に
海
外
の
お
客
様

に
も
京
都
の
観
光
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
の
と
、
京

都
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

少
し
で
も
自
分
の
英
語
力
を

上
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
た
く
さ
ん
の
先
輩
の
方 

々
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
、

私
も
同
じ
よ
う
に
仕
事
が
し

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
留
学
が
決
ま

っ
た
と
き
は
、
こ
の
機
会
を

絶
対
に
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う

に
と
思
っ
た
の
と
同
時
に
不

安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
私
は
今
回
が

初
め
て
の
海
外
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
私
に
と
っ
て
は
こ
の

２
ヵ
月
間
は
今
ま
で
に
な
い

経
験
を
し
た
時
間
で
し
た
。

こ
ん
な
に
長
い
時
間
海
外
の

人
々
と
接
す
る
こ
と
も
、
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

留
学
先
で
は
い
ろ
ん
な
国

の
方
々
と
知
り
合
い
に
も
な

り
、
よ
い
思
い
出
も
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
留
学
で
は
私

ア
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、Ｕ
Ａ

Ｅ（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）が

多
か
っ
た
で
す
。
１
ク
ラ
ス

10
人
前
後
ぐ
ら
い
で
始
ま
っ

た
の
で
す
が
、
最
後
の
週
は

15
人
ぐ
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
授
業
が
進
ん
で

い
き
ま
し
た
が
、
初
め
私
は

全
て
英
語
で
行
う
授
業
に
慣

れ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

先
生
の
話
す
英
語
も
早
く
、

話
を
聞
い
て
理
解
す
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ペ
ア
で
日
常
の
会
話

や
テ
ー
マ
を
決
め
た
会
話
の

練
習
を
し
て
、
英
会
話
に
慣

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、

学
生
の
と
き
に
習
っ
た
英
語

と
、
実
際
に
話
す
英
会
話
で

は
違
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
自
分
の
思
っ
た
こ

と
を
英
語
で
話
す
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
出
会
い

　

私
に
と
っ
て
一
番
よ
く
話

し
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
で
一
緒
に
２
ヵ
月
間
を
過

ご
し
た
ア
リ
ー
さ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
ダ

メ
な
と
こ
ろ
も
指
摘
し
て
く

れ
て
、
と
て
も
自
分
の
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

を
含
め
、
３
名
で
イ
ギ
リ
ス

へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
私
た

ち
が
着
い
た
町
は
、
前
回
の

方
々
の
留
学
先
と
同
様
、
イ

ギ
リ
ス
南
部
の
ボ
ー
ン
マ
ス

と
い
う
街
で
し
た
。
と
て
も

い
い
街
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

観
光
地
と
い
う
よ
り
リ
ゾ
ー

ト
地
で
あ
り
、
気
候
も
本
当

に
よ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
雨

が
多
い
と
聞
い
て
い
た
の
で

す
が
、運
が
よ
か
っ
た
の
か
、

雨
は
数
回
ほ
ど
降
っ
た
だ
け

で
し
た
。
と
て
も
長
い
ビ
ー

チ
が
あ
り
海
も
す
ご
く
き
れ

い
で
、
勉
強
す
る
に
も
と
て

も
い
い
環
境
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と　
　 

ル
ー
ム
メ
ー
ト
と
の
出
会
い

　

関
西
国
際
空
港
か
ら
旅
立

ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
ー
ス
ロ

ー
空
港
に
無
事
到
着
し
た
私

た
ち
は
、
現
地
の
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
に
出
迎
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ミ
ー
ト（
合

流
）
で
き
た
後
、
タ
ク
シ
ー

に
み
ん
な
で
乗
っ
て
、
２
時

間
か
け
て
ボ
ー
ン
マ
ス
を
目

指
し
、
順
番
に
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
着
き
ま

し
た
。
私
は
最
後
に
着
い
た

の
で
す
が
、
少
し
不
安
を
感

じ
て
い
た
こ
と
が
当
た
っ
て

し
ま
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
ご
両
親
が
ホ
リ
デ
ー
で

れ
、
無
事
に
挨
拶
が
で
き
ま

し
た
。
ご
家
族
は
お
父
さ
ん

が
ア
レ
ン
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
マ
リ
ア
さ
ん
、
そ
し
て
息

子
さ
ん
と
娘
さ
ん
の
４
人
家

族
で
す
。ほ
か
に
留
学
生
で
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
出
身
の
ア

リ
ー
さ
ん
、
ア
フ
リ
カ
の
ガ

ボ
ン
出
身
の
テ
リ
ー
ザ
さ
ん

の
２
人
、
そ
し
て
３
週
間
後

に
は
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ア
ン

ト
ワ
ー
ヌ
さ
ん
も
ス
テ
イ
し

て
い
ま
し
た
。
私
を
含
め
て

４
人
の
留
学
生
が
そ
こ
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
て
、
２

ヵ
月
間
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
毎
日
一
緒

に
夕
食
を
と
り
、
会
話
も
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

学
校
で
の
生
活

　

私
た
ち
が
２
ヵ
月
間

通
っ
た
学
校
は
、ET

C 
International College

と
い
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は

８
時
45
分
で
１
コ
マ
90
分
の

授
業
が
２
コ
マ
、
終
わ
り
は

12
時
15
分
と
い
う
時
間
割
で

進
み
ま
し
た
。
授
業
内
容
は

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
違
う
の
で

す
が
、
私
の
ク
ラ
ス
は
教
科

書
な
ど
を
使
っ
て
主
に
文
法

を
習
っ
た
の
で
す
が
、
日
本

に
は
あ
ま
り
な
い
授
業
の
や

り
方
で
、
そ
の
日
の
内
容
を

英
語
で
会
話
す
る
練
習
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
コ
マ

　

今
ま
で
教
科
書
な
ど
で
英

語
を
勉
強
し
て
き
た
私
は
、

自
分
が
言
い
た
い
こ
と
を
英

語
に
し
て
話
す
こ
と
に
大
変

苦
労
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ア
リ
ー
さ
ん
に
「
ま
ず
言
葉

を
話
し
な
さ
い
。
間
違
っ
て

い
て
も
い
い
か
ら
、
何
で
も

い
い
か
ら
話
す
、
そ
れ
が
一

番
の
練
習
だ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

私
に
は
、
そ
れ
が
正
し
い

の
か
間
違
っ
て
い
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
英
語

に
対
し
て
の
意
識
が
変
わ
っ

た
の
は
間
違
い
な
い
で
す
。

最
後
の
週
は
少
し
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
正

直
帰
る
の
が
嫌
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
せ
め
て
、
も

う
１
、
２
ヵ
月
勉
強
し
た
か

っ
た
で
す
、
そ
ん
な
風
に
私

の
意
識
を
変
え
て
く
れ
た
ア

リ
ー
さ
ん
に
は
す
ご
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

学
校
が
休
み
の
と
き
に
は
、

何
回
か
ボ
ー
ン
マ
ス
の
周
辺

を
観
光
し
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
違
う
国
に
来
た
の
で
、
イ

ギ
リ
ス
の
文
化
や
日
本
と
の

違
い
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、

ロ
ン
ド
ン
や
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン

ジ
、バ
ー
ス
へ
行
き
ま
し
た
。

特
に
、
建
築
物
や
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
な
ど
に
触
れ
ら
れ
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
来
て

勉
強
に
な
っ
た
の
は
、
英
語

に
対
し
て
の
考
え
方
で
す
。

一
番
何
を
伝
え
た
い
の
か
、

言
い
た
い
の
か
、
そ
れ
を
自

分
な
り
の
英
語
で
話
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
間
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
帰
国

し
た
後
、
こ
れ
か
ら
も
ち
ゃ

ん
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
英
語
で
会
話
で
き
る

よ
う
に
勉
強
を
続
け
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
留
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
会
社
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
英
会
話
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
仕
事
が
で
き
る

よ
う
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

Ｍ
Ｋ
で
は
昨
年
よ
り
海
外

研
修
制
度
を
強
化
し
、
新
制

度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
よ
り
開
始
し
た

英
国
留
学
制
度
で
は
、
毎
年

２
～
５
名
を
１
ヵ
月
間
イ
ギ

リ
ス
に
語
学
研
修
に
派
遣
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
新
制
度

で
は
よ
り
各
人
の
レ
ベ
ル
に

見
合
っ
た
能
力
向
上
を
図
る

た
め
、
期
間
や
行
先
を
変
え

た
上
級
・
中
級
・
初
級
の
３

つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
年

３
回
の
派
遣
、
１
年
に
お
よ

そ
40
名
を
派
遣
し
ま
す
。

　

新
制
度
３
回
目
と
な
る
今

回
は
、
３
名
が
中
級
コ
ー
ス

で
イ
ギ
リ
ス
・
ボ
ー
ン
マ
ス

に
２
ヵ
月
間
、
１
名
が
初
級

コ
ー
ス
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ

ブ
に
２
週
間
滞
在
し
ま
し
た
。

京
都
Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー
課
の
野

原
竜
太
郎
社
員
、
小
山
慶
祐

社
員
、
川
合
幸
夫
社
員
、
西

五
条
営
業
所
の
福
山
広
隆
社

員
の
４
名
が
９
月
５
日
に
出

発
。
初
級
コ
ー
ス
は
９
月
19

日
、
中
級
コ
ー
ス
は
11
月
１

日
に
研
修
を
終
え
て
帰
国
い

た
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

た
ち
と
町
に
出
る　
　
　
　
　
　
　

ETC
 International C

ollege

前
に
て
（
左
端
が
川
合
社
員
）

京
都
Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー
課
　
川
合 

幸
夫 

社
員

⑬

旅
行
に
出
か
け
て

お
り
、
家
の
中
に

入
れ
て
も
ら
え
な

い
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
。
到
着
後
少
し

待
っ
て
い
た
ら
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
息
子
さ
ん
が

帰
っ
て
き
て
、
よ

う
や
く
挨
拶
を
し

て
家
の
中
へ
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
１
週

間
が
経
っ
た
頃
に

ご
両
親
が
戻
ら

ず
つ
先
生
が
変
わ

り
や
り
方
も
変
わ

る
の
で
す
が
、
い

ろ
ん
な
方
の
英
語

を
直
接
聞
け
る
の

で
リ
ス
ニ
ン
グ
の

練
習
に
は
と
て
も

い
い
感
じ
で
し

た
。
で
も
私
は
、

最
初
は
リ
ス
ニ
ン

グ
に
と
て
も
苦
労

し
ま
し
た
。

　

私
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
は
ほ
と
ん
ど

が
若
い
20
代
前
半

の
方
々
が
多
く
、

国
籍
は
コ
ロ
ン
ビ
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}
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付
）、
各
回
の
テ
ー
マ
に
ち

な
ん
だ
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
。

　

５
月
８
日
は
「
母
の
日
」。

ギ
フ
ト
用
の
お
花
や
切
り
花

な
ど
数
多
く
取
り
揃
え
て
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
店
舗
情
報

京
都
市
左
京
区
松
ヶ
崎
雲

路
町
12
―
１　

大
吾
メ
ゾ
ネ

北
山
通
り
１
Ｆ

㊡
火
曜

午
前
11
時
～
午
後
６
時

☎
０
７
５・７
２
３・７
１
８
３

須
齋
洋
平
社
員

「
す
て
き
な
日
本
を 

世
界
に
伝
え
た
い
」

　

も
と
も
と
旅
行
業
界
に
憧

れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
大

学
３
年
の
時
、
ト
ル
コ
で
海

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
私
は
主
に
運
転
技
術
を

学
ん
で
い
ま
す
。
よ
く
怒
ら

れ
る
の
で
す
が
、
教
官
は
頭

ご
な
し
で
は
な
く
、
理
由
を

一
緒
に
教
え
て
も
ら
え
る
の

で
、
納
得
で
き
ま
す
。
将
来

の
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
教
習
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

英
語
が
で
き
る
フ
ァ
ー
ス

ト
ハ
イ
ヤ
ー
が
目
標
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
社
内
観
光
ラ

ン
ク
最
高
の
Ｓ
ク
ラ
ス
を
早

く
取
得
し
、
社
内
外
で
、
い

や
世
界
で
「
楽
し
い
観
光
が

で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
」
だ
と

い
う
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

大
田
侑
樹
社
員

「
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の 

地
位
向
上
を
目
指
す
」

　

「
運
転
が
好
き
」、「
接
客

が
好
き
」、「
私
の
笑
顔
で
お

客
様
を
笑
顔
に
し
た
い
」。ま

さ
に
Ｍ
Ｋ
が
ぴ
っ
た
り
だ
と

思
い
入
社
し
ま
し
た
。

　

今
私
は
主
に
地
理
を
学
ん

で
い
ま
す
。
地
図
を
眺
め
、

書
き
込
み
な
が
ら
、
ま
た
自

分
の
足
で
現
地
に
行
っ
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｋ
の
教

官
は
、
や
る
気
を
出
さ
せ
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す

ね
。
い
つ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

「
こ
う
や
っ
て
い
こ
う
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。

本
音
を
言
う
と
、
こ
の
教
習

を
卒
業
し
た
く
な
い
な
と
思

う
く
ら
い
で
す
。

　

目
標
は
、
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
の
地
位
向
上
で
す
。
私
が

見
本
に
な
る
、
そ
う
い
う
気

持
ち
で
い
ま
す
。
運
転
に
は

少
々
自
信
が
あ
り
ま
す
。
隣

に
い
る
須
齋
社
員
に
は
負
け

ま
せ
ん
よ
。世
間
一
般
の「
女

性
は
運
転
が
下
手
だ
」「
ド

ラ
イ
バ
ー
は
男
性
が
い
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
を
、

私
が
変
え
て
み
せ
ま
す
。

　

入
学
や
進
級
で
慌
し
い
４

月
も
過
ぎ
、
春
休
み
以
来
の

連
休
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｍ

Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂
で
は
５
月

８
日
ま
で
Ｇ
Ｗ
特
別
企
画

「
み
ん
な
で
ス
コ
ア
チ
ャ
レ

ン
ジ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
１
レ
ー
ン
ご

と
の
設
定
点
数
を
達
成
す
る

と
豪
華
商
品
が
当
た
る
チ
ャ

ン
ス
！　

４
階
で
も
、
施
設

ご
利
用
の
お
客
様
を
対
象
に

ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
を
実
施
中
♪

　

つ
づ
く
週
末
は
母
の
日
。

普
段
は
伝
え
ら
れ
な
い
お
母

さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お
絵
か
き
を

し
て
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

６
月
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定

　

母
の
日
の
影
に
隠
れ
て
忘

れ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
６
月

の
第
３
日
曜
日
は
父
の
日
！ 

そ
し
て
忘
れ
ち
ゃ
な
ら
な
い

22
日
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
日
！ 

詳
し
く
は
６
月
の
本
紙
に
て

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
乞
う

ご
期
待
。

友
の
会
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

実
施
中　
　
　
　
　
　
　
　

　

高
校
生
・
大
学
生
を
対
象

に
、
月
に
一
度
以
上
ご
来
店

の
方
が
お
得
に
な
る
、
学
生

「
友
の
会
」
入
会
キ
ャ
ン
ペ

外
研
修
が
あ
り
、
そ
こ
で

「
日
本
の
こ
と
を
教
え

て
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す

が
、
私
は
ほ
と
ん
ど
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
悔

し
か
っ
た
で
す
。
ト
ラ
ベ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

仕
事
は
、
英
語
で
観
光
案

内
を
し
て
世
界
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ
と

思
い
、
Ｍ
Ｋ
に
入
社
し
ま

し
た
。
お
客
様
と
一
緒
に

観
光
地
を
ま
わ
る
の
を
楽

　

去
る
４
月
15
日
、
大
阪
南

営
業
所
の
開
所
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
Ｍ
Ｋ
は

こ
れ
ま
で
北
営
業
所
と
大
正

営
業
所
の
２
ヵ
所
を
拠
点
と

し
て
営
業
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
大
正
か

ら
、
天
王
寺
・
な
ん
ば
へ
も

　

３
月
に
は
北
新
地
の
り
ば

を
移
転
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
待

合
室
を
併
設
し
、
使
い
や
す

ー
ン
中
。
入
会
金
１
２
０
０

円
で
ゲ
ー
ム
料
割
引
や
貸
靴

無
料
の
特
典
が
つ
き
ま
す
！ 

こ
の
機
会
に
是
非
ご
入
会
く

だ
さ
い
♪

お
花
見
ガ
ー
デ
ン 

次
は
待
望
の
…　

　

京
都
で
は
４
月
初
め
に
桜

の
見
頃
を
迎
え
、
１
階
芝
生

ガ
ー
デ
ン
で
は
夜
桜
が
楽
し

め
る
「
お
花
見
ガ
ー
デ
ン
」

を
実
施
。
次
な
る
イ
ベ
ン
ト

は
、
梅
雨
も
明
け
冷
た
い
ビ

ー
ル
が
お
い
し
い
夏
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
！

最
新
情
報
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
！

Facebook

・T
w

itter

・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
「
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル

上
賀
茂
」
で
検
索
！

■
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂

☎
０
７
５・７
０
１・２
１
３
１

い
洗
面
所
を
完
備
。
お
待
た

せ
す
る
場
合
に
も
ゆ
っ
た
り

と
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
、
一
層
の
業
務
の
充

実
・
規
模
の
拡
大
を
図
る
べ

く
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き

大
阪
Ｍ
Ｋ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
大
阪
Ｍ
Ｋ

タ
ク
シ
ー
の
ご
用
命
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
６・６
４
５
２・４
４
４
１

ハ
イ
ヤ
ー
の
ご
用
命
は

☎
０
６・６
５
６
２・５
４
８
９

※
ハ
イ
ヤ
ー
部
門
統
合
に
伴

い
番
号
を
変
更
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'

Ｇ
Ｗ
は
家
族
み
ん
な
で

ス
コ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂

４階パルケよりご案内
【フットサル個人サル】
場所：４階パルケ上賀茂
日時：下記連絡先にお問合せください
募集人数：20名（10名以下の場合中止）※要予約
問合せ：パルケ上賀茂☎075-711-4622

【バッティングスクール ＪＢＳ京都上賀茂校】
場所：４階パルケ上賀茂
日時：毎週火曜 午後５時～
　１クラス１時間で４クラス
詳細：HPをご覧ください↓

新
し
く
な
っ
た

　

北
新
地
の
り
ば

大阪南営業所をよろしくお願いいたします

↑お手洗いの内装にもこだわりを

南大阪地域に
ＭＫブランドを広める

大阪南営業所開所式

後
部
座
席
で
地
図
を
見
な
が

ら
走
行
ル
ー
ト
を
確
認
す
る

新
卒
社
員（
添
乗
指
導
に
て
）

歩
行
者
の
急
な
飛
び
出
し
を
体

験
す
る
新
卒
社
員
（
山
城
田
辺

自
動
車
学
校
に
て
）　
　
　
　

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
道

新
卒
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
力
強
く
歩
む

CO
N
CIER

G
E

　

今
年
度
Ｍ
Ｋ
で
は
、
候
補
生
を
含
め
62
名
の
新
卒
ト
ラ
ベ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
を
運
転
し
な
が
ら
、
お
客
様
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
観
光
を
企
画
し
案
内
を
す
る
、
い
わ
ば
観
光
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
で
す
。
そ
の
う
ち
、
普
通
２
種
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
23

名
に
つ
い
て
は
４
月
１
日
よ
り
実
践
的
な
教
習
を
始
め
て
い
ま

す
。
教
習
を
受
け
て
い
た
新
卒
社
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ドアサービス訓練

（左より）
� 須

す

齋
さ い

�洋
よ う

平
へ い

�社員
� 大

お お

田
た

�侑
ゆ う

樹
き

�社員
須齋 洋平 社員
神奈川県出身
平成６年３月生まれ（22歳）
平成26年11月　総合旅行業務取扱管理者資格取得
平成28年３月　ＭＫ入社（大学新卒採用）
平成28年４月　普通２種運転免許取得

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大田 侑樹 社員
福井県出身
平成５年５月生まれ（22歳）
平成28年２月　普通２種運転免許取得
平成28年３月　ＭＫ入社（大学新卒採用）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

車
で
５
分
と
好
立
地

の
大
阪
南
営
業
所

（
西
成
区
北
津
守
）

に
移
転
い
た
し
ま
し

た
。
車
庫
が
広
く
な

り
台
数
も
多
く
な
っ

た
た
め
、
大
阪
南
部

の
お
客
様
に
も
よ
り

便
利
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
Ｍ
Ｋ
と
神
戸
Ｍ

Ｋ
の
ハ
イ
ヤ
ー
部
門

を
統
合
し
、
大
阪
南

営
業
所
で
窓
口
を
一

括
化
す
る
こ
と
で
、

一
層
お
客
様
の
ご
要

望
に
お
応
え
で
き
る

環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

北
新
地
の
り
ば　
　
　
　 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
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烏
丸
御
池
姉
小
路
に
佇た

た
ずむ

老
舗
の
洋
食
が
楽
し
め
る
カ

フ
ェ
「L

レ

ジ

ェ

ー

ロ

EGGIERO

」。

　

朝
７
時
か
ら
モ
ー
ニ
ン
グ

が
楽
し
め
て
、
人
気
の
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
い

た
だ
い
て
か
ら
出
勤
す
る
方

も
多
い
。
ま
た
、
濃
厚
な
味

が
自
慢
の
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー

ス
が
た
っ
ぷ
り
か
か
っ
た
ハ

ン
バ
ー
グ
と
オ
ム
ラ
イ
ス
は

ラ
ン
チ
～
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム

で
注
文
可
能
。
人
気
メ
ニ
ュ

ー
の
た
め
、
売
切
れ
に
は
ご

注
意
を
。
お
好
み
の
ド
リ
ン

ク
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
。

　

忙
し
く
て
お
店
ま
で
行
け

な
い
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
し

た
い
の
が
、
店
舗
の
味
を
自

宅
・
職
場
ま
で
届
け
て
く
れ

る
「
宅
配
ラ
ン
チ
弁
当
」。
京

都
市
内
で
あ
れ
ば
一
つ
か
ら

で
も
届
け
て
く
れ
て
、
配
送

料
無
料
。
電
話
注
文
な
ら
当

日
午
前
10
時
ま
で
受
付
可
能

と
の
こ
と
。
配
達
範
囲
に
関

し
て
は
、
店
舗
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
お
弁
当
の
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
、
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を

チ
ェ
ッ
ク
。

■
店
舗
情
報

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
姉

小
路
下
る
場
之
町
５
８
８

㊡
日
曜

午
前
７
時
～
午
後
10
時

（
L.　
O.
同
９
時
半
）

☎
０
７
５・２
５
６・３
４
３
４

http://cafe-leggiero.com/
　

北
山
通
に
面
し
た
マ
ン
シ

ョ
ン
１
階
の
広
い
敷
地
を
活

か
し
、
お
花
の
枠
を
超
え
て

地
域
の
方
々
の
生
活
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
素
敵
な
お
店
。

店
舗
入
口
で
は
京
野
菜
の
委

託
販
売
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

色
鮮
や
か
な
野
菜
が
並
ぶ
。

数
量
限
定
で
春
の
味
覚
「
松

ヶ
崎
漬
」
が
あ
る
こ
と
も
。

　

ま
た
、
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
左
京
区
の
病
院
等
に

出
向
き
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
開
催

し
て
い
る
。
参
加
者
の
中
に

は
以
前
習
い
事
と
し
て
嗜た

し
なん

で
お
ら
れ
た
方
や
初
め
て
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
男
性
も
多
い

そ
う
で
、
参
加
者
の
笑
顔
・

喜
ぶ
姿
が
こ
の
活
動
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
る
。

　

お
店
で
は
一
般
の
お
客
様

向
け
の
レ
ッ
ス
ン
を
開
催

（
毎
月
第
２
・
第
４
金
土
／

材
料
費
込
３
６
０
０
円
／
歳

時
樹
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

付
）、
各
回
の
テ
ー
マ
に
ち

な
ん
だ
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
。

　

５
月
８
日
は
「
母
の
日
」。

ギ
フ
ト
用
の
お
花
や
切
り
花

な
ど
数
多
く
取
り
揃
え
て
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
店
舗
情
報

京
都
市
左
京
区
松
ヶ
崎
雲

路
町
12
―
１　

大
吾
メ
ゾ
ネ

北
山
通
り
１
Ｆ

㊡
火
曜

午
前
11
時
～
午
後
６
時

☎
０
７
５・７
２
３・７
１
８
３

　

ブ
ラ
ウ
ン
を
基
調
と
し
た

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内

で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま

せ
ん
か
。
お
客
様
が
抱
え
る

お
悩
み
別
に
経
験
豊
富
な
ス

タ
ッ
フ
が
巧
み
な
手
技
で
応

え
て
く
れ
る
お
店
「
京
都
ほ

ぐ
し
堂
」。

　

人
気
の
コ
ル
ギ
コ
ー
ス
は

各
店
舗
で
指
名
が
一
番
多
い

ス
タ
ッ
フ
の
み
が
施
術
す
る
。

顔
の
骨
格
を
整
え
小
顔
矯
正

を
行
い
な
が
ら
、
溜
ま
っ
た

リ
ン
パ
を
流
す
こ
と
で
美
肌

効
果
も
得
ら
れ
る
。
ア
ー
モ

ン
ド
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
至
極
の
時
間
。

　

低
価
格
で
通
い
や
す
く
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
ど
の

店
舗
も
好
立
地
に
位
置
し
て

い
る
の
で
、
仕
事
帰
り
や
観

光
帰
り
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
。

■
お
問
合
せ

六
角
烏
丸
店

☎
０
７
５・２
５
６・７
０
０
５

三
条
河
原
町
店

☎
０
７
５・２
５
６・７
０
０
０

四
条
烏
丸
店

☎
０
７
５・２
５
６・７
０
０
１

京
都
駅
前
店

☎
０
７
５・７
０
８・５
２
６
８

㊡
無
休

午
前
11
時
～
午
後
11
時

※
京
都
駅
前
店
は
午
前
10
時

開
店

　

国
内
外
の
気
鋭
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
作
品
や
貴
重
な
写

真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
で

き
る
「
京
都
国
際
写
真
祭
」。

第
４
回
目
を
迎
え
る
今
年
は

「Circle of Life
―
い
の

ち
の
環
」
を
テ
ー
マ
に
岡
崎

エ
リ
ア
を
中
心
に
京
都
市
内

15
の
特
色
あ
る
会
場
で
14
の

展
覧
会
が
開
催
中
。

　

繰
り
返
さ
れ
る
歴
史
、
生

と
死
の
意
味
す
る
も
の
、
他

と
の
つ
な
が
り
を
写
真
を
通

し
て
考
え
る
た
め
の
様
々
な

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ッ
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
。

　

ま
た
、
48
の
展
覧
会
か
ら

な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

Ｋ
Ｇ
＋
、屋
外
イ
ベ
ン
ト「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
レ
ッ
ジ
」
な
ど

も
同
時
開
催
。

写
真
祭
と
の　
　
　
　
　
　 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

　

Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
で
は
会
場

を
快
適
に
め
ぐ
り
展
覧
会
を

楽
し
め
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ア
ー
を
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。モ
デ
ル
プ
ラ
ン
は
、

写
真
祭
事
務
局
の
方
が
考
案

さ
れ
た
も
の
で
、
見
所
を
し

っ
か
り
押
さ
え
た
プ
ラ
ン
を

ご
提
案
し
て
い
ま
す
。
パ
ス

ポ
ー
ト
を
上
手
に
使
っ
て
巡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　

詳
し
く
は
弊
社
Ｈ
Ｐ
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ツ
ア
ー
ご
予
約
・
お
問
合
せ

◎
Ｍ
Ｋ
株
式
会
社　

外
商
部

☎
０
７
５・７
５
７・６
２
１
２

カ
ー
ド
を
持
っ
て

街
へ
出
よ
う
！

　

　
　
「
見
せ
て
」も
お
得
に
な
っ
た

　
　

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
提
携
店
を
ご
紹
介
！

※優待内容は予告なく変更に
　なる場合がございます。

ド
リ
ン
ク
一
杯
無
料

※
店
内
ご
注
文
時
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
を
提
示

優待
モーニングからディナー
までお任せください！

LEGGIERO

京都市内に４店舗
特別な癒やしを低価格で

京都ほぐし堂

１
．
全
身
ほ
ぐ
し
（
癒
し
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
付
）

　
　

60
分
２
９
８
０
円　

※
開
店
～
14
時
ま
で
の
来
店
限
定

２
．
本
格
コ
ル
ギ
（
小
顔
＋
骨
盤
矯
正
）
30
分
５
４
０
０
円

３
．
本
格
コ
ル
ギ
（
足
つ
ぼ
＋
全
身
＋
小
顔
＋
骨
盤
矯
正
）

　
　

１
２
０
分
９
８
０
０
円　

※
１
～
３
全
て
価
格
は
税
込

優待

人
気
の
ハ
ン
バ
ー
グ

季節に寄り添う
松ヶ崎のお店

フラワーショップ歳時樹

お
買
い
上
げ
合
計
金
額
よ
り
８
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

優待

あ
じ
さ
い
が
モ
チ
ー
フ
で
す

新規提携スタート！
5月上旬スタート予定
○宝塚動物霊園　
　  本院
　  奈良分院
【優待】
•火葬料＋埋葬料（または返骨料）
　10％OFF
　（別途ブーケ・六文銭を進呈）
•祈願祈祷プラン一律2,000円OFF
※祈願祈祷プランは本院のみ

○KAGAN－花顔－
【優待】
ハーブ温浴（よもぎ蒸し）ほか
全メニュー10％OFF
※割引メニューは対象外

○小さなお葬式
【優待】
各プラン10,000円～15,000円OFF
＜優待価格＞
小さな火葬式　　　　183,000円
小さな一日葬　　　　333,000円
小さな家族葬　　　　478,000円
100名までのお葬式　 628,000円

よしもと
祇園花月

南座

京阪
祇園四条駅

祇園のりば

天壇祇園本店のりば

新橋通

四条通

川
端
通

鴨
川

八坂神社

ヨドバシ
カメラ

大阪北口広場

C棟

B棟

A棟

阪急百貨店

阪神百貨店

地下鉄梅田駅
4番出口

大阪国際空港/
関西国際空港行き
バスのりば

HEP NAVIO

JR
大阪

駅

地
下
鉄
梅
田
駅

地
下
鉄
　

東
梅
田
駅

阪
急
梅
田
駅

阪神
梅田
駅

グランフロント
大阪

インター
コンチネンタル
ホテル大阪
のりば

本
町
通

錦三丁目のりば

ホテル名古屋ガーデンパレス
のりば

ス
ス
キ
ノ

の
り
ば

豊
水
す
す
き
の
駅

ス
ス
キ
ノ
東

の
り
ば

メ
ル
キ
ュ
ー
ル

ホ
テ
ル
札
幌

東
横
イ
ン

ス
ス
キ
ノ
東
の
り
ば【
23
時
〜
翌
6
時
】

ス
ス
キ
ノ
の
り
ば【
20
時
〜
翌
7
時
】

祇
園
の
り
ば【
夜
間
営
業
】

天
壇
祇
園
本
店
の
り
ば【
22
時
〜
翌
朝
】

堂
島
の
り
ば

北
新
地
の
り
ば

イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
大
阪
の
り
ば

20
時

　
〜
翌
朝

24
時
間

営
業

錦
三
丁
目
の
り
ば【
24
時
間
営
業
】

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
の
り
ば【
22
時
〜
翌
朝
】

ファミリー
マート 【

20
時
〜
翌
朝
】

【
20
時
〜
翌
朝
】

どなたでも
お気軽に

ご利用ください

探さず便利！
外出先でも安心

ホテル イビススタイルズ
京都ステーション 1F(             )

※大阪・北新地のりばは3/30
に向かい側に移転しリニュー
アルオープンしました（6面に
関連記事掲載）
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朝
日
集
落
で
の
差
別
問
題

に
も
取
り
組
ん
だ
人
で
、

大
森
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

加
藤
勝
美
（
こ
の
記
事

の
執
筆
者
、
同
じ
大
阪
市

大
卒（「
自
給
自
足
の
山
里

か
ら
」
の
企
画
者
）。「
１

９
９
８
年
に
京
都
の
Ｍ
Ｋ

タ
ク
シ
ー
の
Ｐ
Ｒ
紙
『
Ｍ

Ｋ
新
聞
』
に
彼
の
自
給
自

足
の
生
活
を
紹
介
す
る
記

事
を
３
回
連
載
し
、
そ
の

年
の
年
末
か
ら
同
紙
に
彼

　

尖
閣
諸
島
、
竹
島
、
北
方

領
土
等
の
領
有
権
帰
属
に
つ

き
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア

等
と
そ
の
主
張
が
異
な
り
、

争
い
は
長
年
に
わ
た
っ
て
お

り
、
な
お
、
解
決
の
見
通
し

は
定
か
で
は
な
い
。
日
本
国

内
の
土
地
所
有
権
に
つ
き
、

争
い
が
存
す
る
場
合
に
は
、

直
ち
に
、
日
本
の
裁
判
所
に

対
し
、
紛
争
相
手
を
被
告
と

し
て
「
土
地
所
有
権
確
認
の

訴
え
」
を
提
起
さ
え
す
れ
ば

よ
く
、
判
決
に
不
服
で
あ
れ

ば
控
訴
な
ど
を
も
っ
て
争
う

こ
と
と
な
り
、最
終
的
に
は
、

最
高
裁
判
所
の
判
決
を
も
っ

て
争
い
に
終
止
符
が
打
た
れ

る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
国
家
間
の
領
土
争
い

に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
張
の

当
否
を
審
理
し
、
有
効
に
判

決
す
る
常
設
の
、
し
か
も
判

決
強
制
執
行
力
を
有
す
る
国

際
司
法
裁
判
所
は
、
ま
だ
出

現
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
結
局
の
と
こ

ろ
国
家
間
の
領
土
紛
争
は
、

外
交
交
渉
あ
る
い
は
、
最
終

的
に
は
、武
力（
戦
争
）に
よ

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は
い

う
も
の
の
、
紛
争
当
事
国
が

個
別
に
合
意
し
た
手
続
き
に

こ
と
と
な
る
。こ
れ
に
対
し
、

不
完
全
な
が
ら
１
８
９
９
年

の
第
１
回
ハ
ー
グ
国
際
平
和

会
議
に
お
い
て
、
国
際
紛
争

平
和
的
処
理
条
約
が
採
決
さ

れ
、
同
条
約
に
基
づ
き
、「
常

設
の
」
国
際
仲
裁
裁
判
所
が

設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。同
条
約
の
締
結
国
は
、

国
際
法
に
明
る
い
徳
望
あ
る

判
官
の
名
簿
と
事
務
局
が
存

す
る
だ
け
の「
常
設
裁
判
所
」

で
あ
り
、「
豊
富
な
修
辞
で
包

ん
だ
裁
判
所
」
な
ど
と
も
評

さ
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
結

局
、
約
20
件
余
の
裁
判
を
な

し
た
に
と
ど
ま
る
と
か
。
ち

な
み
に
、
日
本
が
紛
争
当
事

者
と
な
っ
た
国
際
仲
裁
裁
判

に
は
、
１
８
７
２
年
の
マ
リ

ア
ル
ー
ス
号
事
件
や
１
９
０

５
年
の
外
国
人
居
住
区
家
屋

に
対
す
る
家
屋
税
課
税
事
件

が
あ
る
。
常
設
国
際
仲
裁
裁

判
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

も
種
々
改
善
が
提
案
さ
れ
て

き
て
お
り
、
国
際
海
洋
法
裁

判
所
や
欧
州
共
同
体
裁
判
所

等
も
設
置
さ
れ
た
が
、
必
ず

し
も
有
効
に
機
能
し
た
と
は

言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
で
は
、
国
連
の
重
要

な
司
法
機
関
と
し
て
ハ
ー
グ

に
常
設
の
国
際
司
法
裁
判
所

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。西
欧
・

北
米
５
、
東
欧
２
、
南
米
２
、

ア
ジ
ア
３
、
ア
フ
リ
カ
３
の

割
合
に
て
合
計
15
名
の
徳
望

あ
る
、
国
際
法
に
精
通
し
た

法
律
家
が
任
期
９
年
、
３
年

ご
と
に
５
名
の
改
選
で
裁
判

官
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。
裁

判
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
官

全
員
で
行
い
、
判
決
は
多
数

決
に
よ
る
。
こ
の
国
際
裁
判

に
お
け
る
当
事
者
は
、
も
ち

ろ
ん
国
で
あ
り
、
紛
争
当
事

国
が
裁
判
手
続
に
同
意
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
際
裁
判
所
の
管

轄
権
行
使
は
そ
れ
な
り
に
制

限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
も

っ
と
も
、
裁
判
手
続
そ
の
も

の
は
予
め
定
め
ら
れ
て
お
り
、

国
際
仲
裁
裁
判
所
に
お
け
る

が
如
く
当
事
者
の
合
意
に
よ

っ
て
そ
の
都
度
定
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
。
裁
判
準
拠
法

は
、
条
約
、
慣
習
国
際
法
及

び
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
。

判
決
は
、
当
該
紛
争
の
当
事

者
間
に
お
い
て
、
当
該
事
件

に
関
し
て
の
み
拘
束
力
を
有

す
る
。
当
事
国
家
が
判
決
に

服
し
な
い
と
き
は
、
国
連
安

保
理
が
執
行
の
勧
告
を
な
し
、

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
と

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
未
だ
そ
の
よ
う
な
例

は
存
し
な
い
と
の
こ
と
。
な

お
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
、

裁
判
以
外
に
、
当
事
国
に
対

し
「
勧
告
的
意
見
」
を
付
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
も
国
際
司

法
裁
判
所
の
特
色
で
あ
ろ
う
。

国
連
総
会
や
同
安
保
理
も
、

裁
判
機
関
そ
の
も
の
で
は
な

い
が
、
国
家
間
の
紛
争
解
決

に
つ
き
助
言
や
勧
告
を
な
し
、

一
定
の
紛
争
処
理
機
能
を
有

し
て
い
る
。
常
設
に
し
て
、

判
決
に
完
全
な
執
行
力
を
有

す
る
国
際
裁
判
所
が
出
現
す

る
の
は
、
い
つ
の
こ
と
だ
ろ

う
か
。

　

夏
の
暑
さ
に
は
心
地
よ
い
、

小
雨
が
降
る
日
で
し
た
。

　

予
約
時
間
に
少
し
遅
れ
て

し
ま
っ
た
私
を
、
杖
を
つ
い

た
ご
高
齢
の
女
性
が
ニ
コ
ニ

コ
と
玄
関
先
で
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新
人
だ

っ
た
私
は
、
40
、
50
分
の
道

の
り
で
あ
ま
り
会
話
も
で
き

　

４
月
に
47
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
に
、
自
分
は

バ
カ
だ
な
、
と
思
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
腕
時
計
の

裏
に
『
30
ｍ
』
と
表
示
の
あ

る
も
の
は
、
そ
れ
を
つ
け
て

30
ｍ
の
水
に
も
ぐ
っ
て
も
大

丈
夫
、
と
い
う
意
味
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
４
年
ほ

ど
前
に
ス
ー
ツ
を
新
調
し
た

と
き
に
、
そ
れ
に
合
う
腕
時

計
を
買
お
う
と
思
い
、
僕
に

し
て
は
か
な
り
奮
発
し
た
７

万
円
く
ら
い
の
、
ア
ル
マ
ー

ニ
の
黒
の
か
っ
こ
い
い
や
つ

を
買
い
ま
し
た
。
冠
婚
葬
祭

び
し
っ
と
決
ま
る
、
シ
ン
プ

ル
な
れ
ど
高
級
な
デ
ザ
イ
ン

の
ア
ナ
ロ
グ
ウ
ォ
ッ
チ
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
人
気
の
イ
ケ

メ
ン
タ
レ
ン
ト
が
宣
伝
し
て

い
た
ら
し
い
で
す
が
、
そ
れ

は
後
か
ら
知
り
ま
し
た
。
い

い
も
の
を
身
に
つ
け
る
と
、

身
も
心
も
引
き
締
ま
り
、
自

分
の
格
が
上
が
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。
知
り
合

い
に
、「
あ
、
ア
ル
マ
ー
ニ
の

新
し
い
や
つ
で
す
ね
！
」
と

い
わ
れ
、
ニ
ヤ
ッ
と
し
て
、

「
わ
か
る
？
」
な
ん
て
言
っ

た
り
し
て
。
７
万
円
の
腕
時

ろ
、
あ
る
日
12
時
半
を
さ
し

た
ま
ま
、
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
年
く

ら
い
は
使
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
電
池
切
れ
か
と
思
い
、

電
池
交
換
に
行
か
ね
ば
、
行

か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
間
に

２
年
く
ら
い
経
ち
ま
し
た
。

　

腕
時
計
が
無
く
て
も
、
携

そ
れ
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
20
代
の
若
い

知
人
の
結
婚
式
に
招
か
れ
ま

し
て
、
ス
ー
ツ
を
着
て
ネ
ク

タ
イ
を
締
め
て
、
さ
ぁ
鏡
を

見
る
と
そ
の
腕
時
計
が
あ
ま

り
に
安
っ
ぽ
く
…
あ
わ
て
て
、

12
時
半
で
止
ま
っ
た
ま
ま
の

ア
ル
マ
ー
ニ
に
付
け
替
え
て

会
場
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
の
チ
ャ
ペ
ル
、
集

合
時
間
は
12
時
45
分
。
到
着

し
て
腕
時
計
を
見
ま
す
と
12

時
半
…
い
や
、
ち
が
う
ち
が

う
、
こ
れ
は
う
そ
の
時
間
だ

か
ら
、
ポ
ッ
ケ
か
ら
携
帯
を

出
し
て
見
直
し
た
ら
12
時
15

分
。
30
分
も
前
に
つ
い
て
し

ま
い
、
知
っ
た
人
は
誰
も
お

ら
ず
…
。
仕
方
が
な
い
の
で

し
ば
し
ホ
テ
ル
内
を
う
ろ
つ

い
て
お
り
ま
し
た
。
ふ
と
、

時
間
が
気
に
な
っ
て
腕
時
計

を
見
た
ら
12
時
半
だ
っ
た
の

帯
で
時
間
は
わ
か
る
の
で
大

丈
夫
な
の
で
す
が
、
カ
メ
ラ

マ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
と

き
に
、
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
だ

ま
ま
携
帯
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

計
で
有
頂
天
に
な
る
僕
の
器

も
た
か
が
知
れ
て
お
り
ま
す

が
、
と
に
か
く
そ
の
時
計
を

愛
用
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ

出
し
て
時
間
を
確
認
す
る
の

は
非
常
に
面
倒
な
の
で
、
１

０
０
０
円
く
ら
い
の
デ
ジ
タ

ル
腕
時
計
を
買
い
、
ず
っ
と

で
、
ま
だ
余
裕
が
あ
る
な
と

ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
お
り
ま
し
て
、

い
や
、
ち
が
う
ち
が
う
、
と

携
帯
を
見
ま
し
た
ら
、
12
時

44
分
！　

あ
わ
て
て
チ
ャ
ペ

ル
前
に
戻
り
ま
し
た
ら
、
も

う
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

い
て
、
僕
は
一
番
最
後
に
遅

れ
て
来
た
人
、
み
た
い
に
な

り
ま
し
た
。
い
や
、
ち
が
う

ち
が
う
、
一
番
最
初
に
来
て

い
た
の
に
、
時
計
が
12
時
半

で
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
！　 

と
は
誰
に
も
言
え
ず
…
。

　

最
近
そ
の
腕
時
計
を
修
理

屋
に
持
っ
て
い
き
、「
電
池
を

交
換
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い

ま
し
た
ら
、
若
い
店
員
さ
ん

が
２
秒
見
て
「
水
が
入
っ
て

サ
ビ
て
い
ま
す
ね
」
と
言
い

ま
し
た
。
針
の
と
こ
ろ
に
青

サ
ビ
が
あ
り
、
技
術
者
は
そ

れ
を
見
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
水
が
入
る
よ
う
な
こ
と
を

し
ま
し
た
か
？
」と
聞
か
れ
、

「
確
か
に
腕
時
計
を
し
た
ま

ま
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
り
風

呂
に
入
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

で
も
裏
に
ち
ゃ
ん
と
30
ｍ
っ

て
書
い
て
あ
る
の
で
、
防
水

で
す
よ
ね
？
」

「
30
ｍ
と
い
う
の
は
３
気
圧

防
水
と
い
う
意
味
で
、
雨
水

が
少
し
か
か
る
程
度
は
大
丈

夫
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
」

「
い
や
ぁ
、
30
ｍ
の
深
さ
ま

で
水
に
も
ぐ
っ
て
も
大
丈
夫

と
い
う
意
味
な
ん
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」と
言
う
僕
に
、

冷
や
や
か
な
笑
み
を
向
け
る

若
い
店
員
。
水
に
も
ぐ
る
な

ら
20
気
圧
防
水
く
ら
い
が
必

要
で
す
。
そ
れ
で
も
風
呂
な

ど
は
、
温
度
で
部
品
が
変
形

し
て
故
障
の
原
因
と
な
る
の

で
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
、

と
の
こ
と
で
し
た
。
ア
ル
マ

ー
ニ
の
時
計
は
結
局
修
理
代

４
万
円
近
く
の
見
積
も
り
、

別
の
時
計
を
買
う
か
迷
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
腕
時
計
を

つ
け
て
風
呂
に
は
入
ら
ん

ぞ
！　

と
い
う
教
訓
の
た
め
、

修
理
を
選
択
し
ま
し
た
…
。

【
ブ
ロ
グ
版
】http://foot 

hat.blog118.fc2.com
/

よ
っ
て
、臨
時
的
に（
ア
ド
ホ

ッ
ク
に
）
仲
裁
裁
判
所
を
設

置
し
、
問
題
解
決
を
図
る
場

合
も
な
い
で
は
な
い
。
こ
の

場
合
に
は
、
仲
裁
裁
判
手
続

は
も
と
よ
り
、
裁
判
官
も
紛

争
当
事
国
の
合
意
に
よ
っ
て

そ
の
都
度
定
め
ら
れ
、
準
拠

法
理
も
「
衡こ

う

平
と
善
」
な
ど

と
い
う
一
般
法
原
則
に
よ
る

法
律
家
４
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選

任
し
、
国
際
裁
判
官
名
簿
に

登
載
し
、国
際
紛
争
の
場
合
、

そ
れ
ら
の
裁
判
官
の
中
か
ら

審
理
を
担
当
す
る
裁
判
官
を

紛
争
当
事
国
の
同
意
に
よ
っ

て
選
任
す
る
の
で
あ
る
。
人

類
初
め
て
の
国
際
仲
裁
裁
判

所
の
設
置
で
あ
り
重
大
な
進

歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
裁
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世相

尖閣諸島、竹島、北方領土等の帰属と国際法

と

律
弁
護
士
　
相
馬
　

達
雄

法

塩
見
　
多
一
郎

ず
に
い
ま
し
た
が
、
市
内
最

大
の
霊
園
へ
向
か
い
、
園
内

を
傘
を
差
し
て
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

墓
前
で
何
も
せ
ず
に
立
っ

て
い
る
だ
け
と
い
う
の
も
失

礼
と
思
い
、
お
手
伝
い
を
申

し
出
て
手
を
合
わ
せ
る
と
こ

ろ
ま
で
数
分
間
、
親
族
の
墓

と
思
い
な
が
ら
過
ご
し
ま
し

た
。

　

「
行
き
ま
し
ょ
う
か
」と
、

お
客
様
は
私
に
笑
顔
を
向
け

て
い
て
、
つ
ら
れ
て
笑
っ
た

私
の
顔
に
一
瞬
目
を
丸
く
し

て
い
ま
し
た
。

　

行
き
に
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
、
私
の
年
齢
や
家
族
の
こ

と
な
ど
質
問
責
め
に
さ
れ
な

が
ら
ご
自
宅
へ
向
か
い
、
玄

関
先
で
は
食
べ
き
れ
な
い
か

ら
と
和
菓
子
を
た
く
さ
ん
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
る
」
と
、
思
い
出
し
た
よ

う
に
奥
へ
行
き
、
写
真
を
一

枚
持
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
と
そ
こ
に
は
私
に
そ

っ
く
り
な
人
が　

…
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ

れ
は
ご
夫
婦
の
旅
先
で
の
思

い
出
の
一
枚
で
し
た
。
思
い

出
話
の
後
に
お
客
様
は
、

　

「
交
通
事
故
で
死
ん
だ
ら

ダ
メ
よ
、
奥
さ
ん
悲
し
む
か

ら
ね
」

　

と
涙
目
で
言
い
、
ま
た
ニ

コ
ッ
と
笑
い
な
が
ら
お
別
れ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夜
は
、
子
ど
も

の
将
来
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、“
絶
対
死
ね
な
い
”
と
思

い
ま
し
た
が
、
妻
に
は
今
日

の
出
来
事
を
話
さ
ず
、
少
し

だ
け
や
さ
し
く
し
て
お
き
ま

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
、

い
ろ
い
ろ
と
足
り
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
安
全
に

は
常
日
頃
気
を
つ
け
な
が
ら

運
転
し
よ
う
、
と
改
め
て
思

っ
た
日
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
私
も
笑
う
と
糸

目
に
な
り
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
大
賞

第
２
回

タ
ク
シ
ー
で
巻
き
起
こ
る
、
数
々
の
物
語

○○の思
い出

私が新人
だった頃

、お客様を
ご

案内してい
る時･･･

　

タ
ク
シ
ー
の
仕
事
は
一
期
一
会
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
お

客
様
に
ご
乗
車
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
実
際
に

あ
っ
た
「
と
っ
て
お
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
グ
ル
ー
プ
全

国
８
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
募
集
。

　

こ
の
度
、
応
募
総
数
３
９
８
通
の
中
か
ら
合
計
４
回
に

わ
た
る
社
内
審
査
の
結
果
、
第
２
回
優
秀
作
品
を
選
出
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
１
つ
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

交
通
事
故
で

死
ん
だ
ら
ダ
メ
よ

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
回
は
た
ま
た

ま
私
た
ち
が
表
彰
を
受
け
る
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ら
始
ま
っ
て
故
人
と
親
し
か

っ
た
人
た
ち
を
代
表
す
る
８

人
と
妹
の
和
子
さ
ん
、
長
女

の
ち
え
さ
ん
が
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

稲
葉
さ
ん
は
故
人
と
同
年

の
１
９
４
３
年
生
ま
れ
、
元

裁
判
官
で
、
退
官
後
に
出
家

（
臨
済
宗
）。「
２
年
ほ
ど
前
、

初
め
て
こ
こ
に
来
て
、
一
晩

話
を
し
ま
し
た
。『
私
は
縄
文

百
姓
、
百
の
こ
と
を
全
部
自

分
で
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
人

類
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
送
ら
れ
て
く
る
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
や
著
作
は
常
に

傍
ら
に
あ
り
ま
し
た
。
す
ば

ら
し
い
生
き
方
を
し
て
い
る

方
、
心
の
友
と
し
て
と
も
に

生
き
て
ま
い
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
お
母
さ
ま
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
に
ご
自
分
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
、

特
に
教
育
の
面
で
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
が
外
国

に
旅
行
し
て
い
た
と
き
、
ス

ー
ッ
と
大
森
さ
ん
が
出
て
こ

ら
れ
た
の
で
、
ご
挨
拶
を
す

る
と
、
ふ
か
ー
い
美
し
い
青

色
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て

い
く
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
あ
ち
ら
の
世

界
に
行
か
れ
た
の
か
、
次
の

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
」。

　

山
根
成
人
さ
ん
も
故
人
と

同
年
、
姫
路
の
在
来
種
保
存

の
会
。「
こ
こ
へ
学
生
と
一
緒

に
来
る
と
、
必
ず
朝
ま
で
飲

ん
で
ま
し
た
。
死
ん
だ
と
き

は
、
お
経
を
上
げ
る
よ
う
頼

ま
れ
て
い
ま
し
た
」。

朝
日
集
落
で
の
差
別
問
題

に
も
取
り
組
ん
だ
人
で
、

大
森
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

加
藤
勝
美
（
こ
の
記
事

の
執
筆
者
、
同
じ
大
阪
市

大
卒（「
自
給
自
足
の
山
里

か
ら
」
の
企
画
者
）。「
１

９
９
８
年
に
京
都
の
Ｍ
Ｋ

タ
ク
シ
ー
の
Ｐ
Ｒ
紙
『
Ｍ

Ｋ
新
聞
』
に
彼
の
自
給
自

足
の
生
活
を
紹
介
す
る
記

事
を
３
回
連
載
し
、
そ
の

年
の
年
末
か
ら
同
紙
に
彼

モ
ー
ル
か
ら
届

い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
披
露
。「
私

た
ち
は
彼
が
神

の
国
に
旅
立
っ

た
こ
と
に
深
い

喪
失
感
を
感
じ

て
い
ま
す
。
彼

　

先
月
の
３
月
24
日
（
木
）、

大
森
さ
ん
が
ガ
ン
で
亡
く
な

り
、
そ
の
お
別
れ
会
（
偲し

の

ぶ

会
）
が
、
４
月
９
日
（
土
）

午
後
、
故
人
が
６
人
の
家
族

と
と
も
に
創
り
上
げ
た
あ
～

す
農
場
（
兵
庫
県
朝あ

さ

来ご

市
和

田
山
町
朝
日
７
６
７
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
享
年
74
歳
。

大
勢
の
参
会
者
、
そ
れ
に
長

男
、
次
男
の
家
族
、
長
女
と

２
人
の
末
娘
た
ち
が
加
わ
り
、

に
ぎ
や
か
な
お
別
れ
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

司
会
が
長
男
ケ
ン
タ
く
ん

の
同
級
生
、
和
田
山
で
「
あ

り
が
と
ん
ぼ
農
園
」
を
営
む

岡
山
康
平
さ
ん
。
会
は
ケ
ン

タ
く
ん
の
、
参
会
者
へ
の
お

礼
の
言
葉
で
始
ま
り
、
ま
ず

遠
く
沖
縄
か
ら
や
っ
て
こ
ら

れ
た
僧
侶
の
稲
葉
耶や

す
え季
さ
ん

と
山
根
成
人
さ
ん
と
が
般
若

心
経
と
観
音
経
を
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
稲
葉
さ
ん
か

　

寺
田
正
文
さ

ん
、
隣
町
出い

ず

石し

町

の
農
家
。「
あ
の
日

は
透
き
通
っ
た
冷

た
い
空
気
の
空
の

高
い
朝
で
し
た
。

空
に
は
ペ
ア
の
白し

ら

鷺さ
ぎ

と
ペ
ア
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
く
る
く

る
舞
い
な
が
ら
、
北
の
方
へ

飛
ん
で
ゆ
き
ま
し
た
。
神
様

の
使
い
で
し
た
か
。１
年
前
、

ち
え
ち
ゃ
ん
の
結
婚
祝
い
の

日
、
一
緒
に
飲
ん
だ
の
が
最

後
。
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
囲

ま
れ
た
暖
か
な
空
気
の
中
、

目
を
細
め
、ほ
こ
ろ
ぶ
笑
顔
。

て
ら
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
に

酒
た
く
さ
ん
飲
ま
さ
な
い
で

よ
、
と
あ
い
ち
ゃ
ん
の
叫
び

声
。
大
森
さ
ん
の
『
ま
っ
た

く
な
あ
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
』
と
上

機
嫌
な
と
き
の
口
癖
が
今
で

も
聞
こ
え
ま
す
」。

　

野
崎
正
輝
さ
ん
。「
１
９
７

０
年
以
前
、
大
阪
・
天
神
橋

の
『
北
反
戦
』
の
事
務
所
に

獄
中
か
ら
出
て
き
た
大
森
さ

ん
が
や
っ
て
き
た
の
が
、
初

め
て
の
出
会
い
で
し
た
。
彼

は
当
時
国
鉄
労
組
の
書
記
で
、

中
央
電
話
局
の
大
き
な
闘
争

に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、

妹
の
和
子
さ
ん
の
弁
護
士
が

差
別
問
題
を
起
こ
し
、
そ
の

糾
弾
を
す
る
中
で
、
そ
れ
ま

で
の
労
働
運
動
に
加
え
て
、

被
差
別
部
落
解
放
運
動
も
始

め
ま
し
た
が
、
突
如
山
に
上

が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は

い
つ
も
自
然
に
対
す
る
畏
敬

の
念
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

酒
が
好
き
で
、
へ
ヴ
ィ
ス
モ

ー
カ
ー
で
も
あ
り
、
ぱ
か
ぱ

か
煙
草
を
吸
っ
て
ま
し
た
」。

　

丸
尾
良
明
さ
ん
。
八よ

う

鹿か

高

校
差
別
教
育
糾
弾
闘
争
の
活

動
家
。
あ
～
す
農
場
が
あ
る

が
直
接
山
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

伝
え
る
記
事
の
連
載
を
始
め
、

今
年
４
月
ま
で
20
年
ほ
ど
続

き
ま
し
た
。
生
前
の
彼
と
の

約
束
で
、
彼
の
３
冊
目
の
本

を
作
る
つ
も
り
で
す
」。

　

長
女
の
ち
え
さ
ん
。「
移
住

し
て
か
ら
30
年
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
き

た
か
ら
こ
そ
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
農
場
で
の
日
々
は
言

葉
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
大
変

な
生
活
で
し
た
。
分
校
に
行

っ
て
も
、
家
畜
の
世
話
や
農

作
業
で
服
が
汚
れ
て
い
る
、

長
靴
の
子
は
ほ
か
に
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
正
直
、
鬼
な
の

か
仏
な
の
か
分
か
ら
な
い
父

で
し
た
が
、
こ
こ
は
開
か
れ

た
場
所
だ
っ
た
の
で
、
海
外

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来

ま
し
た
。
去
る
人
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
長
男
、
次
男

が
相あ

い

方か
た

と
出
会
い
子
ど
も
が

で
き
、
私
も
相
方
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
本
当
に
父
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
父
と
対
話

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。
こ
の
後
、
東
テ
ィ

の
献
身
的
な
支
援
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

よ
き
友
人
よ
り
。
タ
ウ
ル
・

マ
タ
ン
・
ル
ア
ク
大
統
領
」。

な
お
、
大
森
さ
ん
が
長
男
の

ケ
ン
タ
く
ん
と
２
０
０
６
年

２
月
、同
国
を
訪
ね
た
と
き
、

ル
ア
ク
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
戦
う
民
族
解
放
自
衛

軍
の
総
司
令
官
で
し
た
。

　

野
口
和
子
さ
ん
（
大
森
さ

ん
の
妹
）。「
母
に
と
っ
て
兄

は
王
子
様
で
し
た
。
家
は
貧

し
い
お
ん
ぼ
ろ
屋
の
雑
貨
商

み
た
い
な
。
大
し
た
収
入
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
兄
が
座
れ

ば
ス
ッ
と
食
事
が
出
て
く
る
。

何
を
す
る
に
も
母
が
お
膳
立

て
を
し
て
、
兄
は
箸
、
茶
碗

が
ど
こ
に
あ
る
か
も
知
ら
な

い
、
お
坊
ち
ゃ
ま
。
そ
し
て
、

中
学
、
高
校
に
通
っ
て
も
家

か
ら
一
歩
も
出
な
い
。
ノ
ー

ト
、
鉛
筆
な
ど
学
用
品
な
ど

を
買
っ
て
く
る
の
は
私
の
仕

事
。
田
舎
だ
か
ら
と
ぼ
と
ぼ

歩
い
て
、
20
、
30
分
は
か
か

る
。
高
校
も
、
母
が
倉
庫
か

ら
ス
ッ
と
自
転
車
を
出
し
て

き
て
、
乗
っ
て
い
っ
た
ら
い

い
だ
け
の
至
れ
り
尽
く
せ
り
。

姪
た
ち
も
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
育
て
方
が
間
違
っ
て
た
ん

や
な
あ
』。子
ど
も
た
ち
の
母

親
が
い
な
く
な
っ
て
、
大
変

な
時
期
は
私
は
あ
ま
り
知
ら

な
い
。
時
々
、
兄
か
ら
お
金

の
無
心
が
あ
っ
て
、
言
わ
れ

る
た
ん
び
に
送
る
。
そ
し
て

「
何
を
買
う
て
く
れ
」「
私
は

通
販
か
？
」。そ
れ
も
含
め
て

兄
の
要
求
に
一
度
も「
い
や
」

と
言
っ
た
こ
と
が
な
い
。
い

や
で
も
な
く
、
そ
れ
が
普
通

で
し
た
。
甥
も
姪
も
「
あ
の

親
父
に
ど
ん
な
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
て
き
た
か
」
と
耳
に
た

こ
が
で
き
る
ほ
ど
言
う
ん
で

す
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
大
変

や
っ
た
み
た
い
で
す
。で
も
、

す
ば
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
に

育
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
兄

は
最
期
に
言
い
ま
し
た
。『
お

袋
の
と
こ
ろ
に
行
く
』。何
十

年
も
断
絶
し
て
た
く
せ
に
、

何
が
お
袋
や
と
思
い
ま
し
た

が
、
い
い
人
生
だ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
す
ば
ら
し

い
子
ど
も
た
ち
に
恵
ま
れ
、

す
ば
ら
し
い
友
人
た
ち
に
恵

ま
れ
て
、
い
い
人
生
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」。

　

次
男
の
げ
ん
く
ん
。「
父
は

理
想
が
高
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
あ
ふ
れ
て
、
子
ど
も
と
し

て
は
よ
く
怒
鳴
ら
れ
、
苦
労

を
し
ま
し
た
。
怒
る
姿
が
強

烈
で
し
た
。
そ
の
頃
は
、
父

を
い
い
風
に
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
失
っ
て
み
る

と
想
像
以
上
の
喪
失
感
が
あ

り
、
父
の
存
在
と
、
残
し
て

く
れ
た
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
父
と
は
違
う
、

自
分
ら
し
い
百
姓
を
、
そ
し

て
家
族
と
生
き
て
い
き
ま
す
。

こ
の
あ
～
す
農
場
を
よ
り
よ

い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。こ
の
４
月
か
ら
、

村
の
区
長
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
こ
の
地
域
を

大
地
と
と
も
に
培
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後

は
、
父
の
好
き
だ
っ
た
ビ
ー

ル
と
酒
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」。

　

付
記　

以
上
の
話
さ
れ
た

内
容
は
そ
の
ご
く
一
部
で
す
。

お
別
れ
会
の
後
、
す
ぐ
に
書

き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
不

正
確
な
紹
介
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
点

は
お
許
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

今
後
、
大
阪
市
大
の
卒
業
生

や
友
人
た
ち
に
よ
る
追
悼
会

の
開
催
、
追
悼
集
の
編
集
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
確
定
次

第
、
本
紙
上
で
も
お
知
ら
せ

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
次
号

か
ら
は
、
関
係
者
に
よ
る
追

悼
文
を
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。（
文
責
・
加
藤
勝
美
。

16
・
４
・
13
記
）

（
10
面
に
関
連
記
事
掲
載
）

故
・
大
森
昌
也
さ
ん

長
女
・
ち
え
さ
ん
と
末
娘
・
れ
い
さ
ん

大
森
さ
ん
の
自
宅
、
あ
〜
す

農
場　
　
　
　
　
　
　
　
　

大森宅近くに建てられた
図書館（書庫）に飾られ
た母・田鶴子さんの短冊

縄文百姓
故・大森昌也さんのお別れ会

加藤 勝美

年
は
じ
め　

女と
も

は
怒
れ
る
核
は
じ
け　

世
紀
末
と
は

か
く
な
る
も
の
を　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
田
鶴
子

　

去
る
４
月
９
日
、
伏
見
営

業
所
に
て
「
平
成
27
年
度
業

績
評
価
大
会
」
及
び 

「
平
成

28
年
度
経
営
方
針
発
表
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
ま
ず
昨
年
度
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
部
署
及

び
社
員
職
員
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
各
表
彰
者
に
賞
状
が

渡
さ
れ
た
後
、
表
彰
者
を
代

表
し
て
Ｍ
Ｋ
石
油
㈱
修
学
院

南
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン・

佐
藤
所
長
代
理
が
「
私
た
ち

以
外
に
も
、多
く
の
先
輩
方
、

後
輩
た
ち
が
一
生
懸
命
に
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
た

ち
は
十
分
存
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
実
績

は
決
し
て
一
人
だ
け

も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
職
場
仲
間
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
結
果
だ
と
感
じ
て

お
り
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
青
木
信
明
社
長

に
よ
る
挨
拶
の
後
、

グ
ル
ー
プ
各
社
に
よ

る
平
成
27
年
度
の
業

績
報
告
と
28
年
度
の

経
営
計
画
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
回
は
た
ま
た

ま
私
た
ち
が
表
彰
を
受
け
る

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
Ｍ
Ｋ
石
油

㈱
修
学
院
南
Ｓ
Ｓ
・
佐
藤
所
長
代
理

「
平
成
27
年
度
業
績
評
価

大
会
」及
び「
平
成
28
年
度

経
営
方
針
発
表
会
」
開
催

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
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◎
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

盛
運
の
時
な
れ
ば
金
銭
上

の
利
益
が
あ
り
、
ま
た
縁
談

な
ど
も
至
極
良
い
。
尚
目
上

の
引
立
あ
る
と
き
は
一
層
上

運
で
あ
る
。
業
務
も
順
調
に

立
っ
て
吉
な
れ
ど
人
と
の
口

論
に
注
意
す
る
こ
と
。
口
か

ら
の
災
い
、
失
言
、
災
厄
等

を
避
け
る
心
が
け
が
必
要
で

す
。
吉
方
位
は
南
・
北
・
東

南
。

◎
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

従
来
し
て
き
た
こ
と
を
改

革
し
た
い
気
分
が
生
じ
る
月

で
あ
る
。
何
事
も
新
規
開
始

は
凶
。
訴
訟
や
論
争
が
生
じ

や
す
い
。
普
請
、
造
作
開
始

は
凶
。
尚
、
今
月
は
五
黄
の

暗
剣
殺
を
帯
び
る
の
で
、
よ

り
良
い
防
御
策
を
講
じ
て
、

災
い
を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を

す
る
こ
と
。
変
化
の
月
で
現

状
維
持
に
努
め
る
こ
と
。
吉

方
位
は
東
南
・
西
北
・
東
。

◎
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

離
別
も
し
く
は
病
気
、
口

舌
等
起
こ
り
や
す
い
、
し
か

し
西
ま
た
は
戌
亥
（
西
北
）

方
か
ら
思
わ
ぬ
人
の
助
け
が

あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
積
極

的
な
行
動
が
出
来
る
と
き
で
、

不
思
議
な
出
会
い
も
あ
り
、

離
れ
て
い
た
者
が
便
り
を
し

て
き
た
り
と
力
に
も
な
る
と

き
で
す
。
物
事
は
月
の
前
半

に
処
理
を
す
る
こ
と
、
遅
ら

せ
て
は
駄
目
で
す
。
吉
方
位

は
西
北
・
西
。

◎
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

家
内
に
病
人
や
盗
難
な
ど

が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
す

る
と
良
い
。
親
し
い
人
と
の

離
別
平
運
な
れ
ど
も
家
内
に

病
人
、
ま
た
は
盗
難
等
あ
り

が
ち
故
注
意
す
る
が
良
い
。

普
請
、
移
転
、
婚
姻
等
は
駄

目
で
す
。
厳
し
い
月
で
す
の

で
現
状
維
持
が
く
れ
ぐ
れ
も

肝
心
で
す
。吉
方
位
は
西
北
・

西
。

◎
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

他
人
の
こ
と
で
時
間
と
金

銭
の
空
費
が
多
い
。
せ
っ
か

く
決
ま
っ
た
物
事
も
不
和
争

論
を
招
き
や
す
い
時
で
す
。

遠
方
の
取
引
き
に
手
違
い
が

生
じ
世
評
が
悪
く
な
っ
た
り
、

肉
親
や
知
人
の
間
に
争
い
が

起
き
や
す
い
た
め
、
厳
重
な

注
意
が
必
要
で
す
。
来
月
の

良
い
運
気
に
向
け
て
の
準
備

の
月
で
す
。吉
方
位
は
東
北
・

東
・
西
北
。

◎
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

昇
給
、
転
任
、
業
務
上
の

利
益
等
は
あ
る
が
、
家
族
の

病
難
、
年
少
者
の
心
配
等
心

を
悩
ま
す
こ
と
も
あ
る
。
独

り
善
が
り
は
孤
立
の
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
控
え
目
で

謙
虚
な
態
度
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
一
歩
退
き
、
範
囲
を

守
り
、
堅
実
な
行
動
を
す
る

こ
と
で
す
。吉
方
位
は
東
南
。

◎
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が

出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲

的
に
な
れ
ま
す
。
諸
事
好
調

に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ

ず
積
極
的
に
す
る
方
が
良
い
。

こ
と
に
辰
巳
（
東
南
）
方
か

ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到

来
す
る
こ
と
が
あ
る
。
未
婚

の
男
女
は
相
手
か
ら
プ
ロ
ポ

ー
ス
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
吉
方
位
は
西
・
東
。

◎
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

滞
運
の
月
だ
か
ら
何
事
も

控
え
目
が
良
い
。
平
常
持
病

の
あ
る
人
は
再
発
に
注
意
。

家
庭
の
紛
糾
や
金
銭
の
損
失

等
に
注
意
が
肝
要
。
焦
っ
て

暴
走
す
る
こ
と
な
く
、
ど
っ

し
り
と
腰
を
据
え
て
、
冷
静

な
状
況
判
断
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
吉
方
位
は
東
南
・

西
北
・
東
。

◎
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

独
自
に
、
徐
々
に
進
め
る

方
針
な
ら
好
結
果
を
得
る
が
、

共
同
事
業
や
相
談
事
は
些
細

な
こ
と
か
ら
け
ん
か
や
争
論

が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、
慎

重
な
態
度
で
臨
む
と
良
い
。

現
状
維
持
で
静
観
し
て
い
る

の
が
一
番
の
月
で
す
。
吉
方

位
は
南
・
北
。

　

４
月
、朝
日
の
山
は
山
桜
、

コ
ブ
シ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
ツ
ツ

ジ
、
す
み
れ
、
菜
の
花
が
こ

こ
何
年
も
見
た
こ
と
な
い
く

ら
い
の
満
開
に
咲
き
誇
っ
て

い
た
。
な
ん
だ
か
山
桜
が
風

に
吹
か
れ
て
、
ホ
ロ
ホ
ロ
と

山
が
泣
い
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

父
、
大
森
昌
也
が
３
月
24

日
に
永
眠
し
ま
し
た
。
昨
年

の
６
月
か
ら
父
は
上
顎
洞
ガ

ン
に
な
り
闘
病
生
活
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
10
ヵ
月
と
い

う
短
い
時
間
な
の
に
何
年
も

の
時
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
葬
儀
は
近
親
者

か
ら
感
謝
で
す
。

　

偲
ぶ
会
は
父
が
好
き
な

い
つ
も
の
に
ぎ
や
か
な
一

日
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
あ
～
す
農
場
に
父
が

好
き
だ
っ
た
『
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
の
歌
が
響

き
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
、

父
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
し
た
。

　

古
時
計
の
下
の
孫
の
貼

り
紙
に
は
『
じ
っ
ち
ゃ
ん
ビ

ー
ル
き
ん
し
』
と
書
い
て
い

た
の
を
、『
じ
っ
ち
ゃ
ん
ビ
ー

ル
か
い
き
ん
』
と
書
き
直
し

て
、
今
日
の
日
は
お
父
さ
ん

の
ビ
ー
ル
解
禁
だ
ね
、
と
笑

っ
た
。

す
。
で
も
、
そ
の
後
悔
は
気

づ
き
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
お
父
さ
ん

の
笑
っ
て
い
る
顔
だ
け
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
あ
ん
な
雷
親
父
で
、

ほ
と
ん
ど
鬼
で
、
時
々
仏
の

お
父
さ
ん
だ
っ
た
の
に
不
思

議
で
す
。

　

偲
ぶ
会
で
百
姓
仲
間
（
寺

田
正
文
さ
ん
）
が
父
に
読
ん

で
く
れ
た
手
紙
に
も
優
し
さ

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

「（
略
）
お
よ
そ
10
数
年
前

に
は
、
次
男
げ
ん
、
長
男
ケ

ン
タ
と
結
婚
が
決
ま
り
、
あ

～
す
や
分
校
で
の
家
族
手
作

り
の
結
婚
披
露
宴
は
、
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
や
彼
ら
は
と
も
に
３
児
の

親
と
な
り
、
子
育
て
に
奮
闘

の
最
中
に
あ
り
ま
す
。
下
に

続
く
弟
、
妹
た
ち
も
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
模
索
し
、
立
派
に

あ
～
す
を
巣
立
ち
自
立
の
道

を
歩
き
始
め
て
い
ま
す
。『
農

こ
そ
が
苦
難
に
く
じ
け
な
い

生
き
る
力
を
育
て
る
場
』
と

言
う
昌
也
さ
ん
の
想
い
の
種

は
芽
を
出
し
、花
を
咲
か
せ
、

実
を
結
び
、
確
か
に
つ
な
が

っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
今
は
巣す

籠ご
も

り
の
時
を
終
え
、
元
気
に

巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
明

日
の
幸
せ
を
祈
り
見
つ
め
て

ゆ
く
時
と
思
う
の
で
す
。

　

（
略
）
昌
也
さ
ん
が
逝
か

れ
て
か
ら
ほ
ど
な
く
、
こ
ち

ら
で
は
コ
ブ
シ
を
は
じ
め
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ツ
ツ
ジ
と
一

気
に
咲
き
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
春
が
来
ま
し
た
。「
生

者
必
滅
、
会
者
定
離
」
消
え

ゆ
く
熱
き
命
と
芽
吹
い
て
ゆ

く
新
し
き
命
。
大
い
な
る
自

然
摂
理
の
無
情
を
想
い
ま
す
。

昌
也
さ
ん
か
ら
は
人
生
の
先

輩
と
し
て
百
姓
仲
間
と
し
て
、

大
き
な
学
び
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
会
い
で
き
た
こ
と

百
姓
と
し
て
語
り
合
え
た
こ

と
を
感
謝
し
つ
つ
、
こ
こ
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

大
樹
の
元
、
お
母
様
と
ご
一

緒
に
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
私

た
ち
の
明
日
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。昌
也
さ
ん
。お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
、さ
よ
う
な
ら
」

　

私
は
貧
し
い
暮
ら
し
で
育

つ
こ
と
は
哀
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
。
貧

し
さ
に
は
優
し
い
と
い
う
名

の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

国
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
で
す
。
私
た

ち
は
本
当
に
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
て
、
あ
～
す
農
場
で

た
く
さ
ん
の
哀
し
い
こ
と
も

乗
り
越
え
て
今
を
生
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
心
の
中
に
あ
る
優

し
い
春
の
新
芽
の
よ
う
な
命

が
い
つ
ま
で
も
春
を
迎
え
、

夏
を
迎
え
、
秋
を
迎
え
、
冬

を
迎
え
、
生
き
る
喜
び
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
よ
う
。
心
か

ら
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
、
山
村
は
田
ん

ぼ
に
水
を
引
き
田
ん
ぼ
の
準

ピ
カ
ソ
、天
才
の
秘
密

開
催
中
～
７
／
３　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
下
車
）

に
て
開
催
中
、
７
月
３
日

（
日
）
ま
で
。
休
館
は
５
月

９
日
・
16
日
・
23
日
。
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
月
・
土
・

日
・
祝
は
同
６
時
ま
で
）、
入

館
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
ま
で
。

一
般
１
５
０
０
円
、
高
大
生

１
１
０
０
円
、
小
中
生
５
０

０
円
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美

術
館
☎
０
６
・
４
３
９
９
・

９
０
５
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

着
信
御
礼
！

ケ
ー
タ
イ
大
喜
利

全
国
ツ
ア
ー
IN
京
都

６
／
５
公
開
収
録

京
都
産
業
大
学　

神
山
ホ
ー
ル　
　

　

今
田
耕
司
、
板
尾
創
路
、

千
原
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
大
喜
利
の
投

稿
を
紹
介
す
る
視
聴
者
参
加

型
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
。
今
回

は
京
都
か
ら
爆
笑
を
お
届
け

す
る
。

　

京
都
産
業
大
学　

神
山
ホ

ー
ル
（
バ
ス
「
京
都
産
業
大

学
前
」
下
車
）
に
て
６
月
５

日
（
日
）
公
開
収
録
、
同
19

日
（
日
）
放
送
予
定
。
観
覧

申
込
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
特
設
サ

イ
ト
よ
り
受
付
、
５
月
11
日

（
水
）
締
切
。
入
場
無
料
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
☎
０
７

５
・
２
５
１
・
１
１
１
１

■
特
設
サ
イ
ト

http://w
w

w
.nhk.or. 

jp/kyoto /o-giri/

高
島
易
断
鑑
定
所
　
高
島
　

寿
周

↓
5
月
5
日（
立
夏
）〜
6
月
4
日
ま
で

平 成 二 十 八 年 五 月
平成二十八年旧四月
癸 巳 八 白 中 宮

　

南
米
産
で
、
家
庭
菜
園
で

も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
、
夏

野
菜
の
代
表
種
の
一
つ
、
ト

マ
ト
。
そ
ん
な
ト
マ
ト
で
す

が
、
連
作
に
弱
い
の
で
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
唐
辛
子
な
ど
の
ナ

ス
科
の
植
物
の
後
に
は
植
え

な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

　

畑
に
は
、
始
め
に
１
㎡
あ

た
り
５
～
６
㎏
の
堆
肥
と
、

有
機
石
灰
４
０
０
～
５
０
０

ｇ
を
全
面
に
施
し
、
土
と
よ

く
混
ぜ
ま
す
。
ま
た
、
元
肥

と
し
て
有
機
質
の
配
合
肥
料

を
施
し
ま
す
。

　

畝
は
、
幅
70
～
90㎝
、
高

さ
25
～
40㎝
と
し
、
株
間
は

50
～
60㎝
、
深
植
え
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
仮
支
柱
を

し
て
植
え
付
け
、
２
～
３
週

間
後
に
２
ｍ
以
上
の
支
柱
を

し
、
ト
マ
ト
が
大
き
く
な
る

た
び
倒
れ
な
い
よ
う
に
結
び

ま
す
。

　

わ
き
芽
は
、
大
き
く
な
る

前
に
早
め
に
か
き
取
り
、
摘

心
は
、
４
～
５
段
目
の
花
房

の
下
で
芽
を
摘
み
取
る
の
が
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<
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大
森
昌
也
さ
ん
の
遺
影
を
囲
む

に
て
３
月
25
日
に
滞
り
な
く

相
済
ま
せ
ま
し
た
。
４
月
９

日
に
は
父
を
偲し

の

ぶ
場
を
も
ち

ま
し
た
。
家
族
、
友
人
、
百

姓
仲
間
、
１
３
０
人
の
方
々

が
来
て
く
だ
さ
り
、
東
北
、

関
東
、
関
西
、
沖
縄
、
北
海

道
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
贈
り

物
が
届
き
ま
し
た
。
本
当
に

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚こ

う

誼ぎ

を
深
謝
し
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

偲
ぶ
会
の
手
伝
い
に
来
て
く

れ
た
友
人
に
支
え
ら
れ
素
敵

な
時
を
私
た
ち
家
族
も
過
ご

せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
心

　

ま
だ
、
私
は
お
父
さ
ん
が

い
な
い
こ
と
が
不
思
議
で
少

し
ぼ
っ
ー
と
し
て
上
手
に
言

え
な
い
け
れ
ど
。
や
っ
ぱ
り

ど
ん
な
に
父
に
付
き
添
う
こ

と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
後

悔
は
ど
う
し
て
も
生
ま
れ
ま

　大森あい

父・大森昌也を偲んで

番外編

備
が
始
ま
り
ま
す
。
お
父
さ

ん
が
田
ん
ぼ
に
入
り
叫
ん
で

る
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。
そ
れ
も
、
う
る
さ
い
く

ら
い
に
…
。

「
お
ー
い
、あ
い
ち
ゃ
ー
ん
」

と
叫
ん
で
い
ま
す
。

◎
あ
～
す
農
場

兵
庫
県
朝
来
市
和
田
山
町
朝

日
７
６
７

（
９
面
に
関
連
記
事
掲
載
）

標
準
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

品
種
に
よ
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
冠
水
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
土
が
す
っ
か
り
乾
い
て

か
ら
行
う
こ
と
と
し
、
追
肥

は
活
着
後
と
、
第
一
花
房
が

肥
大
し
た
頃
に
配
合
肥
料
を

一
株
に
大
さ
じ
３
杯
程
度
与

え
、株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。

そ
の
後
１
ヵ
月
に
１
度
同
量

を
与
え
ま
す
。

　

梅
雨
明
け
頃
に
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
不
足
で
尻
腐
れ
病
が

出
や
す
く
な
る
の
で
、
梅
雨

入
り
頃
に
有
機
石
灰
を
畝
全

面
に
う
っ
す
ら
ま
く
と
予
防

に
な
り
、
そ
れ
で
も
発
生
し

た
と
き
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
液

を
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
植

え
付
け
時
よ
り
、
活
力
剤
を

１
週
間
に
１
度
施
す
と
、
根

の
活
着
や
発
根
が
よ
く
な
り
、

食
味
、
収
量
に
満
足
感
が
得

ら
れ
ま
す
。
無
農
薬
を
目
指

す
と
き
は
、
木
酢
液
を
植
物

全
体
に
か
け
る
と
害
虫
や
病

気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
猫

や
犬
よ
け
に
な
る
の
で
利
用

さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

畑
だ
け
で
な
く
、
深
め
の

プ
ラ
ン
タ
ー
等
で
も
手
軽
に

で
き
る
ト
マ
ト
、
ま
た
初
め

て
の
方
に
は
よ
り
簡
単
に
で

き
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ト
マ
ト

だ
け
で
な
く
、
唐
辛
子
、
茄

子
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
オ
ク
ラ
等
の
夏
野
菜

が
、
霜
の
心
配
が
無
く
な
っ

た
５
月
、
今
が
植
え
込
み
最

適
期
で
す
。

BOOK
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

大
人
の
た
め
の
英
語
学
習
辞
典
」

編集主幹・吉田研作（上
智大学特任教授）／小学
館／３０００円＋税　　　　

京都

神戸
福岡 東京
大阪

滋賀
名古屋札幌

「空港定額タクシー」とお申しつけください。

全国でスマホアプリ使用可能！
（東京除く）

　

基
礎
・
基
本
か
ら
学
び
直

せ
る
、
あ
り
そ
う
で
な
か
っ

た
大
人
の
英
語
学
習
者
向
け

「
英
和
・
和
英
辞
典
」。
大
き

な
見
出
し
で
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
も
豊
富
に
入
っ
て
見
や

す
く
わ
か
り
や
す
い
つ
く
り
。

旅
の
英
会
話
・
手
紙
で
使
え

る
表
現
な
ど
が
付
録
に
つ
い

た
大
充
実
の
一
冊
。

☆
書
籍
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

大
人
の
た
め
の
英
語
学
習
辞

典
」
を
１
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
！　

11
面
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ト
マ
ト

桂　

米
團
治

春
秋
座
特
別
公
演

６
／
11　

14
：
00
～　　

京
都
芸
術
劇
場　

春
秋
座

　

真
骨
頂
「
お
ぺ
ら
く
ご
」、

第
３
回
目
の
今
年
は
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ
（
女
は
み
ん
な
こ

う
し
た
も
の
）」。
３
時
間
の

歌
劇
を
30
～
40
分
の
上
方
落

語
に
仕
立
て
上
げ
る
。

　

京
都
芸
術
劇
場　

春
秋
座

（
市
バ
ス
「
上
終
町
・
京
都

造
形
芸
大
前
」
下
車
）
に
て
、

６
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時

開
演
（
開
場
は
30
分
前
）。
一

般
４
０
０
０
円
、
シ
ニ
ア
３

５
０
０
円
、
京
都
芸
術
劇
場

友
の
会
３
０
０
０
円
、
学
生

＆
ユ
ー
ス
席
２
０
０
０
円
。

京
都
造
形
芸
術
大
学　

舞
台

芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
７

５
・
７
９
１
・
９
２
０
７
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ピ
カ
ソ
、天
才
の
秘
密

開
催
中
～
７
／
３　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
下
車
）

に
て
開
催
中
、
７
月
３
日

（
日
）
ま
で
。
休
館
は
５
月

９
日
・
16
日
・
23
日
。
午
前

10
時
～
午
後
８
時
（
月
・
土
・

日
・
祝
は
同
６
時
ま
で
）、
入

館
は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前
ま
で
。

一
般
１
５
０
０
円
、
高
大
生

１
１
０
０
円
、
小
中
生
５
０

０
円
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美

術
館
☎
０
６
・
４
３
９
９
・

９
０
５
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

着
信
御
礼
！

ケ
ー
タ
イ
大
喜
利

全
国
ツ
ア
ー
IN
京
都

６
／
５
公
開
収
録

京
都
産
業
大
学　

神
山
ホ
ー
ル　
　

　

今
田
耕
司
、
板
尾
創
路
、

千
原
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
大
喜
利
の
投

稿
を
紹
介
す
る
視
聴
者
参
加

型
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
。
今
回

は
京
都
か
ら
爆
笑
を
お
届
け

す
る
。

　

京
都
産
業
大
学　

神
山
ホ

ー
ル
（
バ
ス
「
京
都
産
業
大

学
前
」
下
車
）
に
て
６
月
５

日
（
日
）
公
開
収
録
、
同
19

日
（
日
）
放
送
予
定
。
観
覧

申
込
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
特
設
サ

イ
ト
よ
り
受
付
、
５
月
11
日

（
水
）
締
切
。
入
場
無
料
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
☎
０
７

５
・
２
５
１
・
１
１
１
１

■
特
設
サ
イ
ト

http://w
w

w
.nhk.or. 

jp/kyoto /o-giri/

藤
城
清
治

光
の
メ
ル
ヘ
ン
展

開
催
中
～
７
／
３

奈
良
県
立
美
術
館

　

日
本
に
お
け
る
影
絵
作
家

の
第
一
人
者
で
あ
り
、
多
様

な
テ
ー
マ
と
豊
か
な
色
彩
で

独
自
の
世
界
観
を
創
り
出
す

藤
城
清
治
。
そ
の
初
期
作
品

か
ら
最
新
作
ま
で
紹
介
す
る
。

　

奈
良
県
立
美
術
館
（
近
鉄

「
奈
良
」
駅
下
車
１
番
出
口

か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
）
に
て

開
催
中
、
７
月
３
日
（
日
）

ま
で
。
月
曜
休
館
（
５
月
２

０
７
４
２
・
２
３
・
３
９
６
８

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

10
組
20
名
ご
招
待

月
に
憑
か
れ
た
ピ
エ
ロ

美
堂
舞
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

５
／
29　

14
：
00

青
山
音
楽
記
念
館

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ａ
．
シ
ェ

ー
ン
ベ
ル
ク
「
月
に
憑つ

か
れ

た
ピ
エ
ロ
」
全
曲
、
Ｐ
．
マ

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
「
読
者
ご
意

見
板
」
で
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

日
、６
月
13
日
・

20
日
は
開
館
）。

午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
入
館

は
30
分
前
ま

で
）。一
般
１
４

０
０
円
、
高
大

生
１
０
０
０

円
、
小
中
生
５

０
０
円
。
奈
良

県
立
美
術
館
☎

特
別
同
時
公
開

学
問
の
神
・
驚
き
の
宝
刀
展

史
跡
御
土
居
の
青
も
み
じ

開
催
中
～
５
／
31

北
野
天
満
宮　
　

　

北
野
天
満
宮
所
蔵
の
う
ち

重
要
文
化
財
を
含
む
約
40
振

の
御
神
刀
を
一
挙
特
別
公
開
。

ま
た
、
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は

な
い
青
も
み
じ
の
清
々
し
い

美
し
さ
も
楽
し
め
る
。

　

北
野
天
満
宮（
市
バ
ス「
北

野
天
満
宮
前
」
下
車
）
に
て

（
木
）
ま
で
。
年
中
無
休
。

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
時

期
に
よ
り
変
更
あ
り
）、入
館

は
１
時
間
前
ま
で
。
一
般
２

０
５
０
円
、
高
大
生
１
５
５

０
円
、小
中
生
１
０
０
０
円
、

３
歳
以
上
６
０
０
円
。
京
都

水
族
館
☎
０
７
５
・
３
５
４
・

３
１
３
０ パブロ・ピカソ《扇子を持つ女》１9０5年　

油彩／キャンバス　１００.３×8１㎝　ワシント
ン・ナショナル・ギャラリー
National Gallery of Art, Washington 
Gift of the W.Averel l  Harriman 
Foundation in memory of Marie 
N.Harriman, 1972.9.19
Courtesy National Gallery of Art, 
Washington ©2016－Succession Pablo 
Picasso－SPDA [JAPAN]

「
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」ⓒ
Seiji

Fujishiro/H
ori Pro 1995

　

20
世
紀
最
大
の
造
形
革
命
、

キ
ュ
ビ
ス
ム
を
創
始
し
、
91

歳
で
没
す
る
ま
で
驚
異
的
な

創
造
力
を
発
揮
し
続
け
た
不

世
出
の
天
才
、
パ
ブ
ロ
・
ピ

カ
ソ
（
１
８
８
１
―
１
９
７

３
）。そ
の
天
才
た
る
ゆ
え
ん

を
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
誕
生
以
前

の
作
品
に
探
る
。

利用可能地域　札幌・名古屋・京都・滋賀・大阪・神戸・福岡

機
能
充
実

安心

アプリ　　　
ダウンロード

無料好評 おかげさまで35万ダウンロード突破

い
き
も
の
た
ち
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
第
２
弾
。
映
像
だ

け
で
な
く
香
り
や
音
楽
で
も

春
を
楽
し
む
。
桜
と
い
わ
し

の
パ
フ
ェ
な
ど
期
間
限
定
春

メ
ニ
ュ
ー
も
味
わ
え
る
。

　

京
都
水
族
館
（
Ｊ
Ｒ
「
京

都
」
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分
）

に
て
開
催
中
、
６
月
30
日

春
を
楽
し
む

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト

桜
と
い
わ
し

開
催
中
～
６
／
30

京
都
水
族
館　
　

　

京
都
の
四
季
と
水
族
館
の

開
催
中
、
５
月
31
日
（
火
）

ま
で
。
入
苑
・
入
館
は
午
前

９
時
～
午
後
４
時
。
一
般
５

０
０
円
、中
高
生
２
５
０
円
、

小
人
・
修
学
旅
行
生
１
５
０

円
。北
野
天
満
宮
☎
０
７
５
・

４
６
１
・
０
０
０
５

■京都サンガF.C.インフォメーションセンター
　1075・212・9911　http://www.sanga-fc.jp/

☆「5月28日横浜ＦＣ戦」「6月12日レノファ山口Ｆ
Ｃ戦」の観戦チケットを各1組2名にプレゼント！ 
プレゼントコーナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

5月28日（土） 午後2時
vs 横浜ＦＣ

6月12日（日） 午後4時
vs レノファ山口ＦＣ

5月7日（土） 午後4時
vs ジェフユナイテッド千葉

第
12
節

第
12
節

第
15
節

第
15
節

第
18
節

第
18
節

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRR
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

今号のトピックスは…

55555555555555555555555555555555555555
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

ス
「
立
命
館
大
学
前
」
下
車
）

に
て
開
催
中
、
６
月
12
日

（
日
）
ま
で
。
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
30

分
前
ま
で
）。
一
般
５
０
０

円
、高
大
生
４
０
０
円
、小
中

生
２
０
０
円
、
65
歳
以
上
無

料
。
堂
本
印
象
美
術
館
☎
０

７
５
・
４
６
３
・
０
０
０
７

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

①
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
２
面
）

３
組
６
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
書
籍
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ 

大
人
の
た
め
の
英
語
学
習
辞

典
」（
10
面
）

１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
ピ
カ
ソ
、
天
才
の
秘
密
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
奈
良
県
立
美
術
館
「
藤
城

清
治　

光
の
メ
ル
ヘ
ン
展
」

（
11
面
）

10
組
20
名
ご
招
待

⑤
堂
本
印
象
美
術
館
「
堂
本

元
次
展　

こ
こ
ろ
に
映
ゆ
」

（
11
面
）

２
組
４
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

国際会館催事カレンダー 〈５月の主な会議〉
開 催 日 催 事 名 総参加者数（名）
５月12日〜14日 第33回日本呼吸器外科学会総会 1,500
　　14日〜15日 第26回日本臨床工学会及び平成28年度公益社団法人日本臨床工学技士会総会 2,000
　　19日〜21日 第59回日本糖尿病学会年次学術集会 15,000
　　22日 第６回「言の葉大賞Ⓡ」授賞式 350

　　27日〜29日
Ultrasonic Week 2016
日本超音波医学会第89回学術集会・第12回アジア超音波医学学術集会・第36回
日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会・第８回アジア造影超音波シンポジウム

6,000

公益財団法人　国立京都国際会館　http://www.icckyoto.or.jp/　☎075–705–1218

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
n
n
n
n
n
n
n
n
n

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

ン
ガ
F.　
C.　
VS
横
浜
Ｆ
Ｃ
」

（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｆ
Ｃ
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
５
月

15
日
（
日
）
消
印
有
効
。
当

llllllllllllllllllllllll
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

神戸ＭＫ・福岡ＭＫの
空港定額エリアが拡大

兵庫 神戸市西区、神戸市北区、
明石市

福岡

福岡市西区、福岡市東区、
太宰府市、筑紫野市、
糸島市、古賀市

（太宰府市、筑紫野市、糸島市、
古賀市は一部地域を除きます）

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp/privacy/

桂　

米
團
治

春
秋
座
特
別
公
演

６
／
11　

14
：
00
～　　

京
都
芸
術
劇
場　

春
秋
座

　

真
骨
頂
「
お
ぺ
ら
く
ご
」、

第
３
回
目
の
今
年
は
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ
（
女
は
み
ん
な
こ

う
し
た
も
の
）」。
３
時
間
の

歌
劇
を
30
～
40
分
の
上
方
落

語
に
仕
立
て
上
げ
る
。

　

京
都
芸
術
劇
場　

春
秋
座

（
市
バ
ス
「
上
終
町
・
京
都

造
形
芸
大
前
」
下
車
）
に
て
、

６
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時

開
演
（
開
場
は
30
分
前
）。
一

般
４
０
０
０
円
、
シ
ニ
ア
３

５
０
０
円
、
京
都
芸
術
劇
場

友
の
会
３
０
０
０
円
、
学
生

＆
ユ
ー
ス
席
２
０
０
０
円
。

京
都
造
形
芸
術
大
学　

舞
台

芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
７

５
・
７
９
１
・
９
２
０
７

堂
本
元
次
展

こ
こ
ろ
に
映
ゆ

開
催
中
～
６
／
12

堂
本
印
象
美
術
館

　

広
島
で
被
爆
し
、
過
酷
な

戦
争
体
験
を
持
ち
な
が
ら
も

限
り
な
く
穏
や
か
な
世
界
を

描
く
堂
本
元
次
の
展
覧
会
。

　

堂
本
印
象
美
術
館
（
市
バ

ス
カ
ー
ニ
「
月
」、
Ｉ
．
ピ
ッ

ツ
ェ
ッ
テ
ィ
「
牧
人
た
ち
」

ほ
か
。

　

青
山
音
楽
記
念
館
（
阪
急

「
上
桂
」
駅
よ
り
西
へ
３
０

０
ｍ
）
に
て
、
５
月
29
日

（
日
）
午
後
２
時
開
演
（
開

場
は
30
分
前
）。
全
席
３
０

０
０
円
。
青
山
音
楽
記
念
館

☎
０
７
５・３
９
３・０
０
１
１

新たに拡大したエリア
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京
都
Ｍ
Ｋ
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
の
一
環
と
し
て
、
台

湾
最
大
手
の
タ
ク
シ
ー
会
社

で
あ
る
台
灣
大
車
隊
股
份
有

限
公
司
（
以
下
、
台
灣
大
車

隊
）
と
業
務
提
携
の
覚
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

去
る
４
月
14
日
、
台
灣
大

車
隊
の
李
總
經
理
は
じ
め
役

員
の
方
々
が
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー

京
都
本
社
の
施
設
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
本
社
で
は
弊
社

社
長
と
の
締
結
式
を
執
り
行

っ
た
後
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
貸
切
の
受
注
を
行
う
外
商

部
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
上
賀
茂
営
業
所
に

て
Ｍ
Ｋ
の
挨
拶
や
声
出
し
、

ド
ア
サ
ー
ビ
ス
等
Ｍ
Ｋ
の
教

習
風
景
、
ま
た
同
じ
建
物
で

営
業
し
て
い
る
バ
イ
キ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
な
ど
の
娯
楽
施
設
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。
夜
に
は

伏
見
営
業
所
で
の
全
員
業
務

集
会
に
李
總
經
理
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
て
、
台
湾
の

タ
ク
シ
ー
事
情
や
台
灣
大
車

隊
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
教
育
・
社
是
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
門
川
大
作
京
都
市

長
へ
の
表
敬
訪
問
の
ほ
か
、

平
野
神
社
や
仁
和
寺
と
い
っ

た
桜
の
名
所
を
ま
わ
り
、
習

字
道
具
・
陶
磁
器
な
ど
日
本

文
化
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応 

を
進
め
る
背
景

　

昨
年
２
０
１
５
年
の
訪
日

外
客
数
は
１
９
７
３
万
７
０

０
０
人
と
過
去
最
高
を
更
新

し
、
政
府
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
目
標
と
し
て
き
た
２
０

０
０
万
人
を
ほ
ぼ
達
成
し
た

こ
と
か
ら
、
目
標
を
４
０
０

０
万
人
に
引
き
上
げ
て
お

り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
引
き
続
き
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
台
湾
か
ら
の
訪
日

旅
行
者
数
は
過
去
最
高
を
記

録
し
、
初
め
て
年
間
で
３
０

０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
京

都
市
で
は
宿
泊
外
国
人
客
数

の
27
・
１
％
が
台
湾
人
、
つ

い
で
中
国
人
13
・
２
％
、
ア

メ
リ
カ
人
９
・
５
％
と
台
湾

が
突
出
し
て
い
ま
す
。
傾
向

と
し
て
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
75

％
と
高
く
、
旅
行
形
態
も
個

人
旅
行
が
55
％
を
占
め
、
画

一
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
で

は
な
く
、
観
光
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
き
め
細
や
か
な
“
お
も

て
な
し
”
の
需
要
も
高
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｍ
Ｋ
タ

ク
シ
ー
と
し
て
も
そ
う
し
た

需
要
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
今
後
さ
ら
に
台
湾
に
向

け
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
拡
大
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
資
料
出
典
：
日
本
政
府
観

光
局
、
今
日
都
市
観
光
総
合

調
査
）
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MKタクシー

Follow 
Me! 公式キャラクター「マシュー＆カロン」が更新！

最新情報発信中！
MKグループ

@MKofficial_PR★

★
★

★

★

マシュー

カロン

締
結
式(

前
列
左
が
台
灣
大

車
隊
・
李
總
經
理)

×

台灣大車隊様、京都を訪問
台湾・京都各地の観光を
さらに盛り上げる！

台湾最大手タクシー会社

� と業務提携

京都MK
2015年5月：台湾での旅行博に出展
　台北國際觀光博覽會にブースを出展、チラシ配布
を通してMKブランド・商品の認知拡大を図る
2015年10月：中国語・韓国語の添乗通訳サービス
　10月1日よりドライバーによる観光案内等の際
にサポートとして添乗者による中国語・韓国語の通
訳サービスを開始（添乗者による通訳：3時間まで
9,000円、以後1時間毎に3,000円）
2015年11月：2回目の旅行博出展
　台北國際旅展にブースを出展
2016年1月：台湾のLCCとコラボ
　1月23日から関西国際空港に就航したLCC「V 
Air」の就航記念キャンペーンに参画。搭乗券をお持
ちいただいた方に全国8都市のMKグループ各社で
利用可能な「MKグループクーポンチケット500円」
などをプレゼントし、MKの認知・利用拡大を図る
2016年1月：台湾人向けツアー（美山）開催
　台湾人観光客に人気の、美山かやぶきの里「雪灯
路」への送迎バスツアーを実施、67名（うち台湾人含
む外国人50名）が参加
2016年2月：台湾人スタッフの採用
　台湾人スタッフを正社員として採用し台湾向けの
広報業務はじめ通訳・受注などの業務にあたる
　2016年度入社の新入社員のうち5人が中国語
を使用して関連業務にあたるほか、英語同様ドライ
バーの中国語教育の充実を図る
2016年4月14日：業務提携
　「エムケイ株式会社と台灣大車隊股份有限公司と
の業務提携に関する覚書」締結、門川大作京都市長
を表敬訪問

これまでの台湾へのアプローチ

〈台灣大車隊股份有限公司〉Taiwan taxi Co., Ltd.
代表者	 董事長　林村田
本社所在地	 台北市中山區10472濱江街136號
車両数	 15,778両
従業員	 約17,000人
グループ	 �タクシー事業を中心に、生活サービス、クリーニング、メッセーンジャー、旅行、

車両整備など様々な事業を展開。台湾全体で約8万台のうち5台に1台が台灣
大車隊の車両。台北地区では11,280台を運行、実に台北全体の3分の1を占
める。最先端のGPSシステムを導入しており、配車の約85%を自動で行う。

MK社員にも役立つ話をされた 新入社員教習を見学


